
彑
冥

 

研
 
究
 
班

報

 

中
國
繪
畫
の
綛
合
的
研
究
 
 
 
 
班
長
 
曾
布
川
 
寛

 
中
國
繪
晝

の
資
料

は
、
發
掘
に
基

づ
く
古
代

・
中
世
作

品

の
出

現
、
傳
世

す

る
近
世
作

品

の
公
開

な
ど

に
よ

っ

て
、
近
年
ま

す
ま

す
増
加

の

一
途

を
た
ど

っ
て

い
る
が
、

多
く

は
未
消
化

の
ま

ま
放

置
さ
れ
て

い
る

の
が
現
状

で
あ

る
。

こ
の
膨
大
な
資
料

に
封

し
て
、
ま
ず

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
よ
る
系
統

的
整

理
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
多
方

面
か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
要
求
さ
れ
て

い
る
。
本
研
究
班

は
可
能

な

限
り
資
料

を
收

集
し
、
様
式
論
、
圖
像
學
、
畫

論
、
技

法

は
も
と

よ
り
、
パ
ト

ロ
ン
、
蒐
集
な
ど

の
觀
點

か
ら
考

察

し
、
更

に
書
法

.
篆
刻
、
詩
文

な
ど
の
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も

加
え
、
總

合
的

な
研

究
を

試
み

る
。
今

年

度

は
、
山
西
省
太
原
市
考
古

研
究
所
所
長

の
李

非
氏

、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
國
立
考
古
學

研
究
所

の
ユ
ー
リ
ー

・
パ
ブ

ロ
ビ

ツ

チ

・
ザ
イ

ツ

ェ
フ
氏

に
講
演

を
し

て

い
た
だ
く

と
と

も

に
、
『
中
國
石
窟
寺

院
と
石
經
』
、

『中
國
と
朝

鮮
の
繪
畫
』

と
題
し
て
二
囘

の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行

っ
た
。
班
員
及

び
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ
!
に
よ
る
發
表
は
、
以
下

の
逋
り
で

あ
る
。

一
月
二

一
日
 
趙

孟
頬

「
呉
興
清
遠

圖
卷

」
に

つ

二
○
○
八
年

一

月
よ
り

二
〇
○
八
年

一
二
月
ま

で

二
月
 
四
B

二
月

一
八
日

二
月

二
三
日

四
月

二
八
日

五
月

】
二
日

五
月

二
六
日

六
月
 
九

日

六
月

二
三
日

七
月
 
七
日

い
て
 
 
 
 
 
 
西
尾
 
 
歩

(傳
)
李
成

「喬
松
平
遠
圖
」
(澄

懷
堂
美
術
館
藏
)
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
竹
浪
 
 
邃

彬
縣
大
佛
寺
石
窟
大
佛
の
研
究

 
 
 
 
 
 
 

張
 
 
南
南

山
西
省
太
原
の
新
出
土
文
物

 
 
 
 
 

 
 
 
李

 

 

 
非

『天
馬
展
』

解
諡
 

 永
井
 
洋

之

ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
ウ

ス
ト

ゥ
ア

ル
マ

出
土

の
漢
代
漆
器
と

そ

の
文
樣

ユ
ー
リ
i

・
パ
ブ

ロ
ビ

ッ
チ

.
ザ

イ

ツ

ェ
フ

徐
顯
秀
墓
壁
畫

の
樣
式

に

つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
河
野
 
道
房

中
國
藝
術
に
お
け
る

「精
」

 
 
 
 
 
 
 

宇
佐
美
文
理

唐
代
佛
敏
美
術
に
お
け
る
イ
ン
ド

佛
教
美
術
の
影
響
 
西
林
 
孝
浩

北
嫺
居
簡
の
墨
蹟
を
め
ぐ
つ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
弓
野
 
隆
之

李
成

・
郭
煕
と
李
郭
派
の
山
水
畫

塚
本

麿
充

一
〇
月
=
二
日
 
『崇
高
な
る
山
水
-
中
國

・
朝

 
 
 
 
 
 

鮮
、
李
郭
系
山
水
畫
の
系
譜
1
』

 
 
 
 
 
 

解
論
 
 
 
 
 

塚
本

麿
充

一
〇
月
二
七
日
 
中
國
繪
畫
に
お
け
る
模
倣
の
價
値

 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て
 
 
 
 
宇
佐
見
文
理

】
一
月
二
九
日
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『中
國
石
窟
寺

 
 
 
 
 
 

院
と
石
經
』

 
 
 
 
 
 

山
西
風
峪
の
華
嚴
經
刻
經
i
石
刻

 
 
 
 
 
 

と
拓
本
の
比
較
對
照

 
 
 
 
 
 
 
 
顏
 
 
娟
英

敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
壁
畫

・

日
中
共
同
調
査
の
成
果
か
ら
1
文

化
財
研
究
の
可
能
性
ー

 
 
岡
田
 
 
健

・
高
林
 
弘
實

雲
岡
石
窟
再
考
 
 
曾
布
川
 
寛

一
二
月
 
八
日
 

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

『中
國
と
朝
鮮

 
 
 
 

 
 

の
繪
畫
』

 
 
 
 

 
 

趙
孟
頬
繪
畫

の
意
味

に

つ
い
て
の

 
 
 
 

 
 

考
察
-
鵲
華
秋
色
圖

の
イ

コ
ノ
ロ

 
 
 
 

 
 

ジ
ー
を
端
緒
と
し

て
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
西
尾
 
 
歩

朝
鮮
前
期
の
瀟
湘
八
景
圖
ー
東
ア

ジ
ア
の
覗
點
か
ら
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
板
倉
 
聖
哲

沈
南
蘋
と
省
像
畫

西
上

實

西
陲
發
現
中
國
中
世
寫
本
研
究
 
 
班
長
 
高
田
 
時
雄

ル↑雛

鰄
綴

蘇

鴛

匙
蘇
脈∵

れ
た
。
し

か
し
、

こ
れ
ら

の
寫
本

の
研
究
は
、
資
料

の
公
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開
整
備
が
格
段

に
進

ん
だ

こ
と
、
寫
本
研
究

の
方
法

が
嚴

密

化
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
近
年
全
く
新

し

い
段

階
に

入

っ
た
と
言
え
る
。
本
研
究
班

で
は
、
漢
文
寫

本
を

中
心

と
し
、
歴
史

・
宗
敏

・
言
語

・
文
學
な

ど
樣

々
な
角
度

か

ら
檢
討
を
加
え
、
西
陲
發
現
寫
本

の
總
合
的

な
研
究

を
展

開
す

る
。
な

お
昨
年

度

の
報
告

は

『敦

煌

寫
本

研
究

年

報
』

(第

ニ
號
)
と

し
て
刊
行
さ

れ
た
。

 

二
〇
〇
八
年

一
月
よ
り

一
二
月
ま

で
に
行

わ
れ
た
研
究

發
表

は
以

下
の
逋
り
。

一
月

二
八
日

Hヨ
冨

の
}
ど
〉
ζ
じu
O
ω
'
》

H
O
夢

 
 
 
 

 

8
昌
ε
目
唄

U
⊆
p
げ
ロ
p
目
ゆq

日
Ω⊃
昌
ロ
ー

 
 
 
 

 

の
o
鳳
官

8

曁
①
O
p。畧
8

ぴq
日
8

―

 
 
 
 

 

器
富
昌

鉾

ζ
穹

∞q
斗
8

 
 
 
 

 

∪
囲
.
8
$
Q。

「書
儀
」

に

つ
い
て

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

山
本
 
孝
子

二
月
二
五
日
 
俄
藏
敦
煌
文
獻
所
收

「月
令
」
小

 
 
 
 
 
 
考
 
 
 
 
 
 

藤
井
 
律
之

 
 
 
 
 
 
劉
景
云

《法
藏
敦
煌
西
夏
文
文

 
 
 
 
 

獻
》
考
訂
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
 
 
巧

四
月
 
七
日
 
敦
煌
文
獻
中
韵
應
用
文
書
-

以

 
 
 
 
 
 
齋
願
文
本
爲
中
心
的
考
察

五
月

一
九

日
 

釋

。驢

駿
”
ー

】
道
唐
代
名
饌

 
 
 
 
 
 
的
考
察
 
 
 
 

高
 
 
啓
安

六
月
 
二
日
 
『賢
劫
千
佛
名
經
』

に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
口
 
正
晃

六
月
三
〇
日
 
『杜
家
立
成
雜
書
要
略
』
初
探

 
 
 
 
 
 
-

敦
煌
書
儀
と
の
比
較
を
逋
じ

 
 
 
 
 
 
て
 
 
 
 
 
 
 
永
田
 
知
之

七
月

一
四
日

九
月

二
二
日

一
〇
月
二
〇
日

一

一
月

一
七

日

二
月
 

一
日

漢
簡
語
彙
の
研
究

 
今
年
度
も
引
き
續
き
居
延
舊
簡
を
中
心
と
し

て
語
彙
を

檢
討
し
、
語
義
を
確
定
し
た
。
本
研
究
班

で
確
定
さ
せ
た

語
彙
數
は
、

二
〇
〇
八
年

末
の
時
點

で
、
約

一
七

〇
〇
項

目
と
な

っ
た
。
來
年
度
は
居
延
新
簡

の
F

22
を
對
象
と

し

た
語
彙

の
抽
出
も
竝
行
し

て
行
う
豫
定

で
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
度

の
擔
當
者
は
次

の
通
り

で
あ

る

(排
列

重
繪
孩
提
時
代

冖
追
尋
兒
童
在
中

古
敦
煌
歴
史
上
的
蹤
跡

(嬰
戲

篇
) 
 
 
 
 

餘
 
 
 
欣

《俄
藏
黒
水
城
文
獻
》
「亡
牛
偈
」

續
考
 
 
 
 
 

察
 
 
榮
停

西
陲
發
現
の
唐
律
斷
片
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
辻
 
 
正
愽

吐
魯
番
高
唱
供
食
文
書
中
的
肉
食

量
詞
 
 
 
 
 
 高
 
 
啓
安

西
陲
發
現
夾
註
本
黄
石
公
三
略
小

考
 
 
 
 
 
 

藤
井
 
律
之

麥
粟
四凧
亭
 
 
 
 
高
田
 
時
雄

西
域
出
土
の
考
課
關
連
文
書
を
め

ぐ
つ
て
!

巴
逹
木
二
〇
七
號
墓

出
土
文
獻
を
中
心
に

 
 
 
 
 
 
 
 
松
浦
 
典
弘

『法
門
名
義
集
』
を
め
ぐ
る
二
、

三
の
考
察
 
 
 
 
米
田
 
健
志

句
道
興

『捜
祚
記
』
と
道
宣

 
 
 
 
 
 
 
 
玄
 
 
幸
子

吐
魯
番
文
書
に
お
け
る

「群
牧
」

と

「市
馬
使
」 
 

中
田
 
裕
子

班
長
 
冨
谷
 
 
至

は
擔
當
順
)
。

 
井
波
陵

冖
、
辻
正
愽
、
吉
村
昌
之

、
大

川
俊
隆
、
藤
井
 

14

律
之
、
鷲
尾
砧
子
、
土

口
史

記
、
馬
場
理
惠
子
、
目
黒
杏
 

3

子
、
山
元
宣
宏
、
森
谷

一
樹

、
宮

宅
潔
、
冨
谷
至
、
角
谷

常
子
、
鷹
取
祐
司
、
米

田
健
志

。

傳
統
中
國

の
生
活
空

間
 
 

 

 
 
班
長
 
田
中
 

 
淡

 
中
國

の
傳
統
的

な
生
活

空
間
お
よ
び
造
形
、
す
な
わ
ち

具
體
的

に
は
住
ま

い
、
宮

殿
、
庭

園
、
あ
る

い
は
家
具
配

置
、
室
内
空

間
、
日
常
生
活
と
儀
禮
等

々
の
諸
相
を
と
お

し
て
、
そ

の
特
質

を
探
る
。
時
代

・
地
方
を
限
定
せ
ず
、

ま
た
建
築
空

閲
に
限
ら
ず

、
廣
義

的
な
意
味

で
日
常
あ

る

い
は
儀
禮

の
生
活

空
間
を
封
象
と
し

て
、
中
國
學

の
關
連

分
野

お
よ
び
東

ア
ジ

ア
、
周
邊
地
域

の
專
門
家

の
參
加
を

得

て
、
多
樣

な
研
究
圭
題
を
と
り
あ
げ

て
ゆ
く
。
研
究
發

表
と
併
行

し

て
會

讀
す
る

テ
キ

ス
ト
と
し

て
、
明

.
方
以

智

『
通
雅
』
宮
室

を
と
り
あ
げ
る
。

こ
の
期
聞

に
行
わ
れ

た
研
究
發
表

お
よ
び
會

讀
と
擔
當
者
は
以
下

の
通
り
。

二
〇
〇
八
年

 
二
月
一
九
日
 
元
朝
の
皇
室
が
造
營
し
た
寺
院
ー

チ
ベ
ッ
ト
系
要
素
と
中
國
系
要
素

 
 
 
 
 
 
 
 
福
田
 
美
穂

三
月
 
四
日
 
廣
東
珠
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
水
上

 
 
 
 
 
 
人
の
定
住
化
と
風
俗
習
慣
の
變
容

 
 
 
 
 
 
ー
祗
先

・
祚
祗
祭
祀
、
分
家
儀
禮

 
 
 
 
 
 
を
中
心
に
!
 
 
 
長
沼
さ
や
か

四
月
二
二
日
 
『宋
史
』
災
異
史
料
に
見
え
る
宋

 
 
 
 
 
 
代
住
宅
用
語
 
 
 
塚
本
明
日
香

↓
○
月
一
四
日
 
北
畠
氏
館
跡
庭
園
 
 
 
見
學
會

一
〇
月
二
八
日
 
『通
雅
』
卷
三
十
八
宮
室

桓
門



報彙

高
井
た
か
ね

=

月
二
五
日
 
『逋
雅
』
卷
三
十

八
宮
室

屋

 
 
 
 
 
 

極
、
趣
樓
 
 
 
 
高
井
た
か
ね

一
二
月

九

日
 
『通

雅
』
卷

三

十

八
宮

室

畿
、

 
 
 

 
 

 

根

・
闌
 
 

 
 
 
塚
本
明
日
香

三
教
交
渉
の
研
究

(二
)
(二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
九
年
度
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

班
長

麥
谷
 
邦
夫

 
本
研
究

班
は
、

コ
ニ
教

交
渉

の
研
究
」
研
究
班

の
後
を

承
け
、
引
き
續
き
中
國
中
世

に
お
け

る
儒
佛
道
三
教
間

の

か
か
は
り
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
す

る
こ
と
を
目

的
に
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら

五
年
問

の
豫
定

で
組
織
さ
れ

た
。
昨
年
は
、
陳
垣

『道
家
金
石
略
』
所
收

の
隋
唐
道
敏

關
係
碑
文

の
う
ち
以

下
の
九
碑

の
解
讀
を
行

つ
た
。

葉
國
重
碑

慶
唐
觀
紀
聖
銘

御
制
葉
眞
人
碑

江
州
冲
陽
觀
碑

貞

一
先
生
廟
碣

天
臺
山
桐
柏
觀
碑

張
探
玄
碑

王
屋
山
劉
若
水
碑

王
屋
山
柳
覃
師
眞
宮
志
銘

北
朝
石
刻
資
料
の
研
究

 
前
年
度
に
引
き
續
き
、

石
刻
資
料

に
關
し

て
、

班
長
 
井
波
 
陵

一

人
文
科
學
研
究
所
所
藏
の
北
朝

 
 

 
 
 

 
 

 

文
字

の
封
校

、
お
よ
び
訓
讀

・
語

註

の
作
成
を

お
こ
な

っ
た

。
本
年
取
り
上
げ
た
資
料

は
、

「
元
興
墓
誌
」
「
鄭
羲
碑
」
「
論
經
書
詩
刻
」
「
司
馬
景
和
妻

墓
誌
」

「痙
鶴

銘
」
「
齊

郡
王
砧
造

像
記
」
「
弓
連

墓
誌
」

で
あ
る
。

二
〇
世
紀
中
國

の
肚
會
シ

ス
テ
ム

(二
〇
〇

三
.
四
～

二

〇
〇

八
.

三
)
 
 

 
 

 

 
 

 
班
長

 
森

 
 
時
彦

 
清
末

か
ら
現
在

に

い
た
る

一
〇
〇
年
間

に
お
け

る
中
国

の
祗
會

シ
ス
テ
ム
の
變

動
を
多
樣
な
側
面
か
ら
總
合
的

に

檢
討

し
て
き

た
本
研
究
班

は
、

二
〇
〇

八
年
三
月
を
も

っ

て
五
年

間
の
研
究
期

間
を
終

了
し
た
。

二

一
編

の
研
究
成

果
を
掲
載
す

る
報
告
論
文
集

は
、

二
〇
〇
九
年
六
月

の
刊

行
を

め
ざ

し
て
鋭
意

編
集
作
業
を
進

め
て

い
る
と

こ
ろ
で

あ
る
。

二
月
 

}
日
 

}
九
三
〇
年
代
定
縣
の
政
治
空
間

 
 
 
 
 

i
平
敏
會
と
共
産
黨
と
の
交
差

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
袁
 
 
廣
泉

二
月

一
五
日
 

清
末

中
國

の
幣
制
改
革

に
關
す

る

 

 
 
 

 
 
一
考

察
ー
ジ

ェ
ン
ク
ス
委
員
會
を

 

 
 
 

 

め
ぐ

っ
て
 

 

 

 
武

上
眞

理
子

長
江
流
域
杜
會

の
歴
史

景
觀

(二
〇
〇

八
.

四
～

二
〇

―

―
.
三
) 
 

 

 
 

 

 
 

 

班
長

 
森

 
 
時
彦

 
本
研
究
班

(三
年

計
畫
)
は
、
中
國

の
中
樞
部
と
も

い

う

べ
き
長
江
流
域
瓧
會

が
如
何
に
形
成

さ
れ
、
如
何

に
發

展
し

て
近
代
世
界
と
向
き
あ
う
よ
う

に
な
り

、
そ
し
て
中

國
杜
會

に
如

何
な

る
影
響

を
及

ぼ
し
た

の
か
と

い

っ
た

樣

々
な
問
題
を
、
人
文
學
的
、
と
り
わ
け
歴
史
學
的
な

パ

ー

ス
ペ
ク
テ

ィ
ブ
か
ら
多
角

的
に
解
明
す

る
こ
と
を

目
指

し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

初
年
度
は
以
下

の
よ
う
な
報
告

が
行

わ
れ
た
。

 
 
四
月

二
五
日
 
長
江
流
域
肚
合
冖の
商

品
流
通
と
近

 
 
 
 
 

代
化
過
程
 
 
 
 森
 
 
時
彦

五
月

一
六
日
 
爲

『尚
書
古
文
疏
證
』
辨
護

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
房
 
 
徳
鄰

五
月
三
〇
日

―⊥―∩ ―⊥一

月 月

七 三
日 日

 

九
月
二
六
日

一
〇

月

一
〇

日

一
〇
月
二
四
日

一

一
月

一
四

日

一

一
月

二

八

日

=

一
月

一
二

日

漢
字
情
報
學
の
構
築

三
)

 
本
研
究
班

の
主
眼
は
、

タ
と

い
う

マ
ナ
イ
タ

の
上

に
載
せ

て
、

北
京

政
府
期

に
お
け

る

「國
歌
」

を

め
ぐ
る
論
爭

に

つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 

小
野
寺
史
郎

南
潯
與
近
代
中
國
 
桑
 
 
 
兵

清
末
に
お
け
る
日
本
浪
人
の
在
華

事
業
-
井
手
三
郎
と

『同
文
滬

報
』 
 
 
 
 
 

王
 
 
萌

戊
戌
變
法
前
後
孫
寶
壇
的
祗
會
活

動
和
思
想
状
况
研
究

 
 
 
 
 
 
 

項
 
 
巧
鋒

廣
東
諮
議
局
議
員
と
在
省
知
識
人

-
賭
愽
禁
止
議
論
を
巡
っ
て

 
 
 
 
 
 
 

宮
内
 
 
肇

近
代
中
國
走
向
世
界
的
海
外
游
歴

使
 
 
 
 
 
 
王
 
 
曉
秋

二
〇
世
紀
前
牛
、
南
京
江
心
洲
開

發
史

冖
地
主
と
農
民
の
役
割
を
め

ぐ
っ
て
 
 
 
 

片
山
 
 
剛

一
九
二
〇
年
代
の
上
海
閘
北
電

廠
、
閘
北
水
電
公
司
に
つ
い
て
ー

給
水
事
業
を
中
心
に

 

 
 

 
 
 

 

村
田
 
省

一

奉

天

・
大
阪

・
上
海
-
奉

天
雜
貨

商

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に

つ
い
て

 

 
 
 

 
 

 

上
田
 
貴
子

(
二
〇

〇
四
.

三
～

二
〇

〇
八
.

 

 
 
 

班
長
 
安
岡
 
孝

一

漢
字

テ
キ

ス
ト
を

コ
ン
ピ

ユ
ー

 
 

 
 

何
と
か
テ
キ
ス
ト

315



報學方東

處
理

で
き

る
よ
う

に
し
よ
う
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
四

年
間

の
活
動

で

一
定

の
成
果
が
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、

二

〇
〇
八
年
三
月

に
本
研
究
班
を
終
了

し
た
。
本
年

(二
〇

〇
八
年

一
月
～
三
月
)

は
、
研
究
班

の
活
動
成
果
を
ま
と

め
あ
げ

る
作
業

に
傾
註

し
、
報
告
書

を
二
〇
〇
八
年
九
月

發
行

の

『東
方
學
報

第

八
三
册
』

に
掲
載
し
た
。

東

ア
ジ

ア
古
典
文
獻

コ
ー
パ

ス
の
研
究

(
二
〇
〇
八
.
四

～
二
〇

=

―.

三
) 

 

 
 

 

 

班
長
 
安
岡
 
孝

一

 
二
〇
〇
八
年

四
月

に
發
足

し
た
本

研
究
班

で
は
、
明
治

～
昭
和
初
期

に
日
本
國
内

で
作
成

さ
れ
た
訓
讀
漢
文

テ
キ

ス
ト
を

コ
ー
パ
ス
化

し
、
そ

れ
を
基

に
、
漢

文

の
意
味
構

造
を
解
析
す

る
シ
ス
テ
ム
の
研
究

・
開
發
を
お

こ
な
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま

で
漢
文
を
讀

む
た
め

の
技
法
に
過
ぎ

な
か

っ
た
訓
讀
を
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
文
法
解
析

メ

ソ
ッ
ド

の

一
つ
と
し
て
、
情
報
學

的
視
點
か
ら
捉
え
な

お

す
。
本
年
は
、

コ
ー
パ

ス
の
外

堀
を

埋
め
る
意
味

で
、
漢

文

の
構

造
解
析

に
關

す
る
議
論

を
お
こ
な

っ
た
。
な
お
、

本
研
究
班

で
は
、
參
加
者
全
員

が
文
獻

や
書

籍
を
見
な
が

ら
論
じ
合
う

と

い
う

ス
タ
イ
ル
を
取

っ
て
い
る
た
め
、
特

定

の
發
表
者
等

は
記
さ
な

い
こ
と
に
す
る
。

四
月

一
五
日
 

W

e
b
漢
文
大

系

五
月
二
〇
日
 

『漢

文
大

系
』
史
記
列
傳

六
月
 
三
日
 
訓
點

エ
デ
ィ
タ

返
り

點

の
X
M
L
例
と
可
視
化
結

果表
計
算

ソ
フ
ト

で
訓
點
文
を
書
く

六
月

一
七
日
 
L
E
G
O
で
作

っ
た
全
自
動
ブ

ッ

 
 

 
 
 

ク
ス
キ

ャ
ナ

 
 

 
 
 

閑
ぼ
富
ω
〉
勺
↓

一
N
O
O

七

月
 

一
日

七
月

一
五
日

九
月

一
六
日

一
〇

月

二

一
日

一

一
月

 

四

日

一

一
月

一
八

日

二
月
 

二
日

 
 

一
二
月

一
六
日

銀
雀
山
漠
墓
竹
書
殘
簡
の
整
理
-
中
國
古
代
の
基
礎
史
料

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

班
長
 
淺
原
 
逹
郎

 

一
月
か
ら
三
月
ま

で
は
、
研
究
室

の
引

っ
越
し
な
ど

の

た
め
活

動
を
休
ん
だ
。

漢
文
訓
讀

の
數
學

的
構

造
に

つ
い

て訓
點
オ
ー
ト

マ
ト

ン

訓
讀
文
を
讀
む
順

序

ζ
①
O
菩

を

用

い
た

古
典

中
國

語

の
形
態
素

解
析

の
試
み

「
項
」

の
途

り
假
名

に
も

と
つ

い

て
、
動
詞
が
取
る

「
格
」
を
剣
定

で
き
る
か

琉
球
外
交

文
書

『歴
代
寶
案
』

に

お
け
る
構
文
解
析

の
試

み

漢
文
文
書

の
分
か
ち
書
き
と
辭
書

生
成
に

つ
い
て

科
學
研
究
費
申
請

に
向

け

て

中
國
基
本
古
籍
庫

漢
文

エ
デ

ィ
タ

漢
字
文
化
圈

の
訓
讀
現
象

漢
字
文
化
圈
西
端
に
も
存
在
し
た

「
漢
文
訓
讀
」

「
訓
讀
」
論

(勉
誠
出
版
)

チ

ャ
ン
キ

ン
グ

の
段
階
邇
用
に
よ

る
日
本
語
係
り
受
け
解
析

相
封
的
な
係
り

や
す
さ
を
考
慮
し

た

日
本
語
係
り
受
け
解
析

モ
デ
ル

依
存
關
係
表
示
と
綫
條
化
愛
換

 
昨
年
は
論
文
と
古
文
字
資

料

の
二
本
だ

て
で
進
め

て
い

た

が
、
今
年

は
古

文
字

資
料

に

一
本
化
す

る
こ
と

に
し

た
。
た
だ

し
、
ま
ず

は
讀

み
か
け

の
論
文

「
塞
食
與
改
火

-
介

子
推
焚

死
傳

諡
研
究
」
を
片
づ
け

(四
月

一
八

日
～

六

月

二
〇

日
)
、
次
に

や
は
り
讀

み
か
け

の
上
海
愽

物
館

藏

楚
簡

・
恆

先
を

讀

み
終
え

(六
月

二
七

日

～
七

月
四

日
)
、

さ
ら
に
同
じ
く
彭
祀

(七
月

一
一
日
)
、
采
風
曲
目

(九

月

】
九

日
～

二
六

日
)
、
逸

詩

(
一
〇
月

三

日
)
、
昭

王

毀
室

(
一
〇
月

一
〇
臼
)
、
昭
王
與

共
之
雎

(
】
○
月

一
七

日
)
、
柬
大

王
泊
旱

(
一
〇
月

二
四
日
～
三

一
日
)
、

内
禮

(
一
一
月
七

日
)
、
相

邦
之
道

(
一

一
月

一
四

日
)

に
進

ん
で
、
現
在

、
曹
沫
之
陳
を
讀

ん
で
い
る

(
一
一
月

二

一
日
～

一
二
月

一
二
日
〉
。

 
讀

書
記

録
を

ま

と
め

る
作
業

は
、
は

か
ど

っ
て

い
な

い
。

『日
古
』
第

十

一
號

(三
月

二
八
日
)

に
郭

店
楚
簡

の
性
自
命

出
、
成
之

聞
之
、

『
日
古
』

第

一
二
號

(八
月

二
九

日
)
に
上
海
愽
物
館
藏
楚
簡

の
孔
子
詩
論
、
子
羔
、

魯
邦
大
旱

の
札
記
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
銀
雀
山
竹
書
殘

簡

の
整
理
作
業
も
、
進
行
が
遲
れ

て
い
る
。

陰

陽
五
行

の
サ
イ

エ
ン

ス
 

 

 

 
班
長

 
武
田

 
時
昌

 
陰

陽
五
行
論
は
、
物
類
や
自
然
現
象

の
法
則
性

や
相

互

關
係
を
説
明
す
る
原
理
と
し

て
大

い
に
用

い
ら
れ
た
學

読

で
あ
り
、
中
國

の
諸
分
野

に
お

い
て
獨
自

の
理
論
構
造
を

生

み
出
す
パ

ラ
ダ
イ

ム
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
れ
ま

で
の
研
究

に
お

い
て
は
、
陰
陽
五
行
諡

の
成
立
過
程

や
配

當

詭
、
そ
れ
を
援
用
し
た
漢
代

の
政
治
思
想
等

に
詳

し

い

考
察

が
試

み
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら

、
三
國

時
代

以
降

の
史

的
展
開
や
理
論
構
造

の
特
質

つ
い
て
は
、
十

分

な
檢
討
が
な
さ
れ

て
い
る
わ
け

で
は
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
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報
0

冥

る
。
そ

こ

で
、
自

然
學

に
限
ら
ず

思

想
、
宗
教

か
ら
文

學

、
諸
技

藝

に
至

る
多

彩

な
分

野

に
お

い
て
、
天

人
感

應

、
物
類
相
感
等

を
含
め
た
陰
陽
五
行

の
読
明
原
理
が
、

實

際
に
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
る

の
か
を
分
析

し
、

包
括

的
、
複

眼
的
な
見
地
か
ら
そ

の
構
造
と
特
色
あ
る

い

は
限
界
性

を
考
究
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。

 

二
〇
〇
八
年
度
は
、
引
き
續
き

『五
行
大
義
』

卷
二
を

會

讀

し
、
班
員

に
よ
る

研
究
發

表
を

行

っ
た
。
四
月

に

は
、
ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ
大

學

二
ー
ダ

ム
研
所

長
の

O
葺
禦

9

9

奠

〇
三
δ
づ
教
授
、

フ
ラ

ン
ス
國
立
科
學

研
究

セ
ン
タ

ー

(O
Z
国
Qり
)
研

究

員

の

○
簿
げ
霞
ぎ
①
冨
巨

教

授

を
招

い
て
特
別
講

演
會

(日
本
科
學
史
學
會
京
都
支
部
と

の
共

催
)

を
開
催

し
た
。

】
二
月
に
は

ベ
ト
ナ

ム
漢
喃
研
究
所

で
あ

る
丁
克

順
教
授

(U
H客
国

適
=
>
0

↓
ゴ

き

)
を

招

い

て
特
別
講
演

合
を

開
催
し

た
。
ま

た
、

『春
秋
繁

露
』

郊

祀
諸

篇
、
劉

完
素

『素

問
玄
機

原

病
式
』
、

『暦

象
新

書
』

の
讀
書
會
も

隨
時
行

っ
た
。

 
研

究

發
表
、
特

別

講
演

會

の
日
程

、
演

題
、
發

表
者

は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

四
月
二
六
日
 
韓
國
で
の
西
洋
天
文
學
の
受
容
に

 
 
 
 
 
 
つ
い
て
 
 
 

 

全
 
 
勇
勳

 
 
 
 
 

康
煕
帝
時
代
の
數
學
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
卑鴎
Φ『ぎ
Φ
冒
自

五
月
一
七
日
 
望
診

・
望
氣

・
相
術

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坂
出

群
伸

六
月
二
八
日
 
術
數
類
の
歴
史
と

「科
學
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
佐
美
文
理

七
月

一
九

日
 
「
水
」

に
生

ま

れ

「
土
」

に
歸

る

 

 
 
 

 

1
道
教

に
お
け

る
五
行
読

の
展
開

加
藤
 
千
惠

=

月

一
五
日
 
五
行
と
自
然
物
、
醫
藥
 
そ
の
即

 
 
 
 
 
 

物
的
考
察

 

 

 
森
村

謙

一

 
 
 
 
 
 

房
中
術
と
陰
陽
 
 
大
形
 
 
徹

一
二
月
二
〇
日
 
僭
深
方
考
 
 
 
 多
田
 
伊
織

 
 
 
 
 
 

越
南
古
籍
的
特
點
關
於
越
南
的
醫

 
 
 
 
 
 

書
 
 
 
 
 
 
丁
 
 
克
順

元
代
の
法
制
 
 
 
 
 
 
 
 

班
長
 
岩
井
 
茂
樹

 
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
發
足
し
た
こ
の
研
究
班
は
、
元
朝

時
代

の
行
政
文
書

・
法
制
文
書

の
會
讀
を

つ
う
じ

て
、
そ

の
時
代

の
制
度
と
杜
會

に

つ
い
て
知
見
を
ひ

ろ
め
る

こ
と

を
目
的
と
し

て
い
る
。
參
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
會
讀

の
作

業

の
な

か
か
ら
研
究
す

べ
き
課
題
を
見

い
だ
し
、
こ

の
時

代

の
制
度
と
杜
會

の
特
質
を
理
解
す
る
足
が
か
り
を
得

る

こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
と
く

に
、
前
後

の
時
代
と

の
連

續
と
斷
絶
と

い
う
問
題

に
つ
い
て
洞
察
を
深
め
た

い
。
す

で
に

『大
元
聖
政
國
朝
典
章
』

二
八
～
三
三
お
よ
び

『新

集
至
治
條
例
』
所
收

の
禮
部

に
か
か
わ
る
部
分

の
合

讀
を

終
え

た
。
當

該
部

分

に

つ
い
て
、
校
訂

電
子
本

文
を

閲

覽

・
檢
索
す

る
W

e
b
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
公
開
す
る

と
と

も

に
、

「
『
元
典
章

禮

部
』

校
定

と
譯
註

(
一
)
」

と
し

て
卷

二
八
、
禮
制

一

(朝
賀

進
表

 
迎
逡
)

の
譯

註
を
、
同

(
二
)
と

し
て
卷

二
九
、
禮
制

二

(
服
色

印

章

牌

面

誥
命

)
、
同

(
三
)
と

し

て
卷

三
十
、
禮

制

三

(婚

禮
 
喪

禮
 
葬

禮

祭

祀
)

と

し

て

『東

方

學

報
』

に
掲
載

し
た
。

本
年

度
は
、
研

究
報

告

の
ほ

か
、

『元
典
章
』

工
部

の
合
讀

を
お
こ
な

い
、
建
築

や
紡
織

な

ど
當
時

の
技
術
お
よ
び
建
物
、
橋
梁

、
船
隻

の
管
理
制
度

な
ど

の
問

題

に

つ
い
て
知

見
を

ひ
ろ
げ

る
こ
と

が

で
き

た
。
二
〇
〇
八
年

一
月

～

}
二
月

の
報
告

題
目
と
擔
當
者

を
掲
げ

る
。

一
月

一
五
日

(火
〉

研
究
報
告

「金
元
以
降
の

 
 
 
 
 

ク五
刑
”
の
變
遷
と
峻
法
重
典
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岩
井

茂
樹

二
月
 
五
日

(火
) 

『元
典
章
』
五
八
 
工
部

一

 
 
 
 
 

造
作

一 

段
疋
 
 
岩
井
 
茂
樹

二
月
一
九
日

(火
) 
『元
典
章
』
五
八

工
部

一

 
 
 
 
 

造
作

一 

段
疋
 
 
古
松
 
 
崇

三
月
 
四
日

(火
) 
『元
典
章
』
五
八
 
工
部

一

 
 
 
 
 

造
作

一 
雜
造
 
 
矢
木
 
 
毅

三
月
」
八
日

(火
) 
『元
典
章
』
五
九
 
工
部
二

 
 
 
 
 

造
作
二
 
橋
道
 
 
山
崎
 
 
岳

 
 
 
 
 
 
『元
典
章
』
五
九

工
部
二

造

 
 
 
 
 

作
二

船
隻
 
 
 植
松
 
 
正

四
月

一
五
日

(火
) 
『元
典
章
』
五
八
 
工
部

一

 
 
 
 
 

造
作

一 
雜
造
 
 
矢
木
 
 
毅

 
 
 
 
 

研
究
報
告

「清
末
民
初
の
舞
臺
女

 
 
 
 
 

優
」 
 
 
 
 

張
 
 
 霎

五
月

=
二
日

(火
) 
『元
典
章
』
五
九
 
工
部
二

 
 
 
 
 

造
作
二
 
橋
道
 
 
山
峙
 
 
岳

五
月
二
七
日

(火
) 
『元
典
章
』
五
九
 
工
部
二

 
 
 
 
 

造
作
二
 
船
隻
 
 
植
松
 
 
正

六
月

一
〇
日

(火
) 
『元
典
章
』
五
九
 
工
部
二

 
 
 
 
 

造
作
二
 
船
隻
 
 
植
松
 
 
正

六
月

二
四
日

(火
)
 

『元
典
章
』

五
九

 
工
部
二

七
月

八
旦
筆

懃

』
五
罐
松
工
部
諺

造
作
二
 
船
隻
 
 
植
松
 
 
正



報

 

學方東

一
〇

月

一
四

日

一
〇
月

二
八
日

一
月

二

五

日

二
月
 
九

日

『元
典
章
』
五
九

作
二
 
公
廨

(火
) 
『元
典
章
』

造
作
二

公
廨

(火
) 
『元
典
章
』

造
作
二
 
公
廨

役 火 役 火
使)使)

 

『元

典

章
』

使

弓
手

唐
代
文
學

の
研
究

 
昨
年
度

に
引
き
續
き
、
正
倉
院
所
藏

、

の
唐
代
書
儀

『杜
家
立
成
雜
書
要
略
』

を
作
成

し
た
。
ま
た
關
連
す

る
研
究
發
表
を

行

っ
た
。
講

讀
箇

所
と
擔
當

者
ー

第
九

「賀

知
故
得
官

書
」

(上

原
尉

暢
)
、
第

一
〇

「與
知

故
在
京

書
」

(堂
薗

淑
子
)
、
第

一

一

「與
知
故
別
近
書
」

(同
上
)
、
第

一
二

「
輿
知
故
別
經

宿
書
」
、
第

=
二

「頻
得
知
故
書
」

(好

川
聡
)
、
「
因
使
過

知

故

不
在
留

書
」

(同
上
)
、
第

一
五

「
辱

知
故

謝

書
」

(同

上
)
、
第

一
六

「偶

逢
名
客
部

離
於
後

與
書
」

(姜

若

冰
)
、
「
問
知
故
遭
災
書

」
(
同
上
)
、
第

一
八

「
問
知
故
逐

賊

書
」

(姜

若
冰
)
、

第

一
九

「問

知
故

遭

官

得
雪

書
」

(林
香
奈

)
、
第

二
〇

「
辱
名
客
就

知
故
貸

鷄
鵞
書

」

(同

上
)
。
研
究

發
表
ー
大

野
修
作

「
『杜
家

立
成
』

の
書
法
史

的
側
面

」
、
齋
藤

茂

「
『唐

人
迭

別

詩
井

尺
牘
』

に

つ
い

て
」
。

工
部
二
 
造

岩
井

茂
樹

五
九
 
工
部
二

岩
井

茂
樹

五
九
 
工
部
二

岩
井
 
茂
樹

『
一兀
曲
ハ立早
』 
亠
ハ
十

 
工
部
一二

祗
候
人
 
 

小
野
 
逹
哉

『
一兀
血
盆
早
』
六
十

 
工
部
一二

祗
候

人
 

 
小
野
 
逹
哉

六
十

工
部
三

役

 
 
 
岩
井
 
茂
樹

班
長
 
金
 
 
文
京

 
 
光
明
皇
后
親
筆

の
講
讀
し
、
譯
註

眞
諦
三
藏
と
そ
の
時
代
 
 
 
 
 
班
長
 
船
山
 
 
徹

 
研
究
班

四
年

目
の
今
年
度
は
、
以

下
の
諸
文
獻

の
譯
註

を
作

成
し

な
が
ら
内

容
分
析
を

試
み
た
。

(

)
内
は
各

囘

の
擔
當
者
。
續
高
僣
傳
曇
遷
傳

(麥
谷

邦
夫
、
古
松
崇

志

、
齋

藤
智
寛
)
、
眞

諦
撰
倶
舍

論
義
疏

佚
文

(那
須
良

彦

〔
二
囘

擔
當

〕)
、

眞
諦

撰
涅
槃

經

美

記
佚

文

(大
竹

晉
)
、
眞

諦
譯

明
了
論
本

文

(生

野
昌
範

、
三
宅
徹
誠

、

池

田
將
則

、
中
西
啓
子

、
室
寺

義
仁
)
、
眞

諦
撰
明
了

論

疏

佚
文

(那
須

良
彦
、
池

田
將
則
、
藤

井
淳
)
、
廣
州

調

査

族

行

報
告

(古

勝

隆

一
)
。

な
お

前

年

ま

で
と

同
樣

に
、

こ
れ
ら
の
解
讀
資
料

に
對

し
て
研
究
班

開
催
後

に
提

出

さ
れ
た
補
足
訂
正
等

に

つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
、
メ
ー

リ

ン
グ
リ

ス
ト
を
逋
じ

て
班
員
全

員
が
知

識
を
共
有
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で

の
議
論

に
加

わ

っ
た
。
本
年
度

の

解

讀
を
も

っ
て
研
究
班
發
足
當

初
に
豫
定
し

て
い
た
文
獻

の
解
讀

は
ほ
ぼ
全

て
取
り
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。
來
年
度

は
、
殘

る

い
く

つ
か

の
補
足
的
資

料

の
解
讀
、
各

班
員

の

研
究
報
告

、
既

に
行

っ
た
解
讀
資

料
に
對
す
る
未
解
決

の

問
題
點

の
再
檢
討
な
ど
を
行

い
、
研
究
報
告
書

の
作
成

に

向

か
う

。

中

國
古
鏡

の
研
究
 
 

 

 
 

 

 班

長
 
岡
村
 
秀
典

 

二
〇
〇
七
年
度
は
昨
年

に
引

き

つ
づ
き
音
韻
論
か
ら
漢

鏡

の
銘

文

を

論

じ

た

φ

囚
曽二
ひ⊇
吋Φ
P

、両
〉
菊
鬥
団

O
自
H―

宕
国
ω
閏

ζ
舅

菊
○
即

HZ
ω
O
肉
弓

日
H
O
宕
Qり
、.
(しd
ζ
国
国
♪

宕
o
.
ρ

一
㊤
鯉
)
を

會
讀

し

た
。
罕
行

し

て
實

施

し
た

研

究
發
表
は
以
下

の
と
お
り
。

一
月
二
九
日
 
隋
唐
鏡
の
銘
文
 
 
齊
 
 
東
方

二
月
 
五
日

樂
浪
墳
墓
群
と
出
土
鏡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
森
下
 
章
司

 

二
〇
〇
八
年
度
か

ら
は

、
漢
鏡

∴
二
國
兩
晉
鏡

・
紀
年

鏡

に
分
け

て
、
銘
文

の
集
成

と
注

釋

の
作
成

に
と
り
か
か

っ
た
。
會
讀
と
研
究
發
表

は
以
下

の
と
お
り
。

四
月

一
五
日
 
漢
鏡
銘
の
會
讀
 
 
 
 
 岡
村

四
月
二
二
日
 
隋
唐
鏡
成
立
の
二
段
階

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
記
 
 
理

五
月

=
二
日
 
漢
鏡
銘
の
會
讀
 
 
 
 
 
岡
村

五
月
二
〇
日
 
三
角
縁
肺
獸
鏡
銘
の
會
讀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
垣
 
仁
志

五
月
二
七
日
 
鄂
城
六
朝
墓
の
盛
衰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
向
井

佑
介

六

月
 
三
日

六
月

一
〇
日

六
月

一
七

日

六
月
二
四
日
 
漢
鏡
銘
の
會
讀

七
月
 
一
日
 
呉
鏡
銘
に
み
る
方
言

七
月
 
八
日

七

月

一
五
日

一
〇
月
 
七
日

↓
○

月

一
四

日

一
〇

月

二

一
日

一
〇
月

二

八

日

冖

一
月

 

四

日

」

一
月

一

一
日

一

一
月

二

五

日

=

一月

 

二

日

漢
鏡
銘
の
會
讀
 
 
 
 
 岡
村

三
角
緑
紳
獸
鏡
銘
の
會
讀
 
下
垣

漢
鏡
七
期
の
銘
文
檢
討
拾
遺

森
下

岡
村

 
 
 
 
 
 
 

光
武

英
樹

三
角
緑
肺
獸
鏡
銘
の
會
讀
 
下
垣

漢
鏡
銘
の
會
讀
 
 
 
 
 
岡
村

漢
鏡
二
期
に
お
け
る
華
西
鏡
群
の

成
立
と
展
開

漢
鏡
銘
の
會
讀

紀
年
鏡
銘
の
會
讀

漢
鏡
銘
の
會
讀

三
角
緑
柿
獸
鏡
銘
の
會
讀

漢
鏡
銘
の
合
讀

紀
年
鏡
銘
の
會
讀

三
角
緑
紳
獸
鏡
銘
の
會
讀

下 光 岡 下 岡 光 岡 岡
垣 武 村 垣 村 武 村 村
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報
0

冥

一
二
月
 
九
日
 
漢
鏡
銘
の
會
讀
 
 
 
 
 
岡
村

一
二
月

一
四
日
 
紀
年
鏡
銘
の
會
讀
 
 
 
 
光
武

中
國
瓧
會
主
義
文
化
の
研
究
 
 
 
班
長
 
石
川
 
頑
浩

 
冷
戰
體
制
の
終
結
以
後
、
い
わ
ゆ
る

”杜
會
主
義
の
文

化
”

は
世

界
中
で
風
化
し

つ
つ
あ

る
が
、
今

日
の
中
国

に

は
、
杜
會
主
義
的

な
文
化
樣
式

や
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
な
お

根
強
く
殘
存

し
て

い
る
。
現
に
そ
れ
ら
は
、

―
般
民
厭

の

思
考
様
式

に
な
お
影
響
を
與
え

、
現
體
制

の
文
化
政
策
を

方
向
付
け

、
そ
し
て
中
國

共
産
黨
史

の
歴
史

記
述
を
強
く

規
定

し
て

い
る
。

ま
た
、
二
〇
世
紀

中
國

に
お
け

る
瓧
會

主
義
文
化

の
展
開
は
、
同
時

代
日
本

の
祗
會
主
義
文
化

の

影
響
を
受
け

た
ば

か
り
で
な
く
、
戰
後

に
は
日
本

の
中
國

學

に
大
き

な
影

響
を

與
え

た

こ
と

も
忘

れ

て
は

な
る
ま

い
。
本
研
究
班

は
、
二
〇
世
紀
中
國

の
杜
會
主
義
文
化

の

諸
相
を
主

に
歴
史
的

視
點

か
ら
研
究

す
る
こ
と
を
目
指

し

て
い
る
。

三
年

目
の
今
年
も

、
昨
年

に
引
き
續
き
、
京
都

大
學
現
代
中
國
研
究
據
點

(
人
文
研

附
屬
現
代
中
國
研
究

セ

ン
タ
ー
)

の
研
究

グ
ル
ー
プ

一
の
事
業
と

い
う
性
格
を

合
わ
せ
持

っ
た
活
動
を
行

い
、
活
發

な
議
論
を
緑
り
廣
げ

る

こ
と
が

で
き
た
。
特

に
、
本
所

の
外
國
人
研
究
員
と
し

て
桑
兵
氏
が
在
任

さ
れ
た

二
～
七
月

は
、
毎
囘

の
報
告
、

討
議
な
ど
す

べ
て
を
中
國
語

で
行

い
、
當
初

の
予
想
を

こ

え

る
積
極
的
な
意
見
交
換
、
討
議

が
見
ら
れ
た
。
各
囘

の

報
告
は
以
下

の
通
り

で
あ

る
。

一
月
二
五
日
 
「中
國
の
改
革

・
開
放
初
期

(
一

 
 
 
 
 

九
八
〇
年
代
)
の
民
族
政
策

冖
政

 
 
 
 
 

策
基
調
の
變
化
と
朝
鮮
族
肚
會
へ

 
 
 
 
 

の
逋
用
」 
 
 
 

崔
 
 
佑
吉

二
月
 
八
日
 
「南
京
國
民
政
府
時
代
に
お
け
る

二
月

二
二
日

四
月

]
八
日

五
月
 
九
日

五
月

二
三
日

六
月
 
六
日

六
月

二
〇
日

七
月
 
四
日

九
月

一
九
日

一
〇
月
 
三
日

]
○

月

一
七

日

一
〇
月

=
=

B

上
海
越
界
築
路
地
域
の
生
權
問
題

に
つ
い
て
 
 
警
察
權
問
題
を
中

心
に
」 
 
 
 
 
村
田
 
省
一

「戰
後
中
國
知
識
分
子
關
於
内
蒙

古
自
治
的
論
爭
」 

島
田
 
美
和

「中
國

.睡
獅
”
形
象
探
源
」

 
 
 
 
 
 
 

石
川
 
幀
浩

「金
庸
武
挾
小
読
在
東
亞
世
界

 
 
兼
論
祗
會
主
義
文
化
中
的
武

侠
小
読
」 
 
 
 

金
 
 
文
京

「議
修
京
師
貢
院
及
科
擧
制
度
的

終
結
」 
 
 
 

關
 
 
曉
紅

「清
末
的

。功
利
主
義
”
」

 
 
 

 
 

 
 

川
尻
 
文

彦

「
中
華
民

國
臨
時

政
府

的
成
立

與

薪
民
會

的
醢
醸
」 

袁

 
 
廣
泉

「
國

民
政
府

時
期

.
堂
…歌
”
、
ク
国

歌
”
的
制
定

過
程
」

 
 
 

 
 

 
 

小
野
寺
史

郎

「
一
九

八
〇
年
代

の
民
族

政
策

と

内

モ
ン
ゴ
ル
」
 

 

 
チ

ョ
ク
ト

「青

島

に
お

け

る

ド

イ

ツ
語

新

聞

二

八
九

八
1

】
九

一
四
」

 
 
 
 
 
 
 

高
 
 
瑩
瑩

「古
井
喜
實
と
日
中
國
交
正
常
化
」

 
 
 
 
 
 
 

鹿
 
 
雪
瑩

「日
中
戰
爭
前
期
に
お
け
る
華
北

農
村
と
中
國
共
産
黨

冖河
北
省
浹

源
縣
の
八
〇
〇
日
」

一
月
 
七

日

一
月

二

一
日

二
月
 
五

日

 
 
 
 
 
 
 

田
中
 
 
仁

「中
華
民
國
憲
法
制
定
史
の
再
考
」

 
 

 
 

 
 
 

中
村
 
元
哉

「
孫
文
と
醫
學

冖
『紅
十
字
合

救
傷

第

一
法
』
を
め
ぐ

っ
て
」

 
 
 
 
 
 
 

武
上
眞
理
子

「韋
君
宜
と

『文
藝
學
習
』
に
つ

い
て
」 
 
 
 

楠
原
 
俊
代
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東 方 學 報

研
究
班

(人
文
學
研
究
部
)

複
數
文
化
接
觸
領
域
の
人
文
學
 
 
班
長
 
田
中
 
雅
一

 
今
年
は
、
本
研
究
班

の
實
質
三
年
目

に
當

た
る
。
參

加

者

の
個
別
發
表
を
中
心

に
活
動

し
た
。

こ
の
研
究
班

は
人

文
學
國
際
研
究

セ
ン
タ

ー
の
據
點
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、

セ
ン
タ

ー
主
催

の
國
際

シ
ン
ポ
や
講

演
合
冖

も
重
要
な
活
動

の

一
部
を
な
す
。
ま

た
、
研
究
會

の
成
果

の

一
部

は

『
コ
ン
タ

ク
ト

・
ゾ

ー
ン
』
誌
公

刊
と

い
う

形

で
公
表

し
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年

一
月
七
日
 
「
イ

ラ

ン
立
憲

革
命
と

グ

 
 

 
 
 

 

ル
ジ

ア
義
勇
兵
ー

「狂

信
的
な

ペ

 
 

 
 
 

 

ル
シ
ャ
人
」
と

の
接
觸

?
」

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

報
告

冖
伊
藤

 
順
二

一
月

二
八
日

 
「
『カ

ー
ブ

ル
』
會
讀

八
」

(
P

 
 

 
 

 

七
四
-
P
八
六
)

 
 

 
 

 
 
 

 
 

二
宮

 
文

子

(會
讀

)

二
月

四
日

 
「
『カ

ー

ブ

ル
』

會

讀

 

一
〇
」

 
 

 
 
 

(
μ
八
七
-
P
九

八
)

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
稻
葉

 

讓

(會
讀

)

二
月

一
八
日

 
「
イ

タ

リ

ア
の

「
蠶
種

商
人
」

の

 
 
 

 
 

目
に
映

る
日
本

 

 
異
文
化
と

の

 
 
 

 
 

接
觸

を
中

心

に

(
一
八

六
〇
-
一

 
 
 

 
 

八
八
〇
)
」

 
 
 

 
 

報

告

冖
ゆ
国
幻
↓
国
ピ
い
H

O
一巳
一〇

 
 
 

 
 

〉
馨
o
巳
o

三
月
 
三
日
 
「
喪
失

の
語

り
と
創

造

の
語
り

を

 

 
 

 
 

め
ぐ

っ
て
ー
チ

ベ

ッ
ト
難
民
舞

踊

四
月

二

一
日

五
月

一
九

日

六
月
 

二
日

六
月

一
六
日

六
月

三
〇
日

七
月
 
七

日

】
○
月
 
六

日

一
〇
月

二
〇
日

集

團

に
お
け

る
傳

統
概

念

の
檢

討
」
 

 
 

報
告

冖
山
本
 
逹
也

「複

數
文

化
接
觸

領
域

研
究

の
中

聞
報
告
」
 

報
告

冖
田
中
 
雅

一

「
『
カ

ー

ブ

ル
』

會

讀

 
一
〇
」

(
P
九
九
-
P
一
〇
九
)

 

 
 

 

小
池
 
郁

子

(會

讀
)

「明

治

イ

ン
ド
留

學
生

の
記
録
-

小

泉

了

諦

・
善

連

法

彦

の
ト

ル

コ

・
歐

州
放
行

そ

の
他
」

 
 

 
 

報

告

冖
奧

山
 
直

司

「
デ

ィ
ア

ス
ポ

ラ

の
知

識

人

タ

ラ
ル

・
ア
サ
ド
ー

他
者

と
共
に
在

る
こ
と

」 

報

告

一
磯
前
 
順

一

「
『
カ

ー

ブ

ル
』

會
冖讀

 
】

一
」

(
n竺

一
〇
-
P

一
二
〇
)

 

 
 

 

山
野
 

香
織

(會

讀
)

「米

國
人

日
本
研

究
者

が
見
た

戰

後

自
本
ー

一
九

五
〇
年

代
初
頭

の

ミ
シ
ガ

ン
大
學

日
本
研
究
セ

ン
タ

ー

の
研
究

を
中
心
に
」

 

 
 

 
 
報
告

冖
谷
口

 
陽
子

「格

義

(か

く
ぎ
)

と
漢

譯

異
文
化
接
觸
領
域

と
し
て

の
漢

語

佛
典
」
 
 

報
告

冖
船

山
 
 
徹

「
チ

ベ

ッ
ト
難
民

の
最
重

要
文

化

は

い
か
に
構
築

さ
れ
た

の
か
1

記

述
と
肚
會
實
踐

の
接
觸
領

域
と

し

て
の
ラ
モ
と

シ

ョ
ト
ン
」

報
告

冖
山
本
 
逹
也

一
]
月

一
〇
日
 
「治
療
實
踐
と
い
う
接
觸
領
域
ー

 
 
 
 
 
 

西
イ
ン
ド
村
落
に
お
け
る
不
妊
の

 
 
 
 
 
 

病
因
論
と
そ
の
封
處
法
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
報
告

冖
松
尾
 
瑞
穂

=

一月

 

一
日
 
「
カ

ー
ブ

ル
ー

文
化
接

觸
領

域

の

 

 
 
 

 
 

都

市
」
 
 

報
告

冖
稻
葉
 

 
穰

一
二
月

二
二
日
 
「
カ
ト

リ

ッ
ク
世
界

と

『
フ

ァ
ン

 

 
 
 

 
 

ダ

メ
ン
タ
リ
ズ

ム
』
i

實
體
概
念

 

 
 
 

 
 

か
ら
概
念

の
實
體

へ
」

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

報
告

冖
藤
原
久
仁
子

移
民
の
近
代
史
i
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
の
移
動
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

班
長

水
野
 
直
樹

 

一
九
世
紀
後
牛

か
ら
二
〇
世
紀
前

牛

の
時
期
、
東

ア
ジ

ア
に
お
い
て
様

々
な
理
由
 

 
世
界
資
本
主
義
シ

ス
テ
ム

へ
の
包
攝

、
日
本
帚

國
の
膨
張
、
各

地
域

の
瓧
會
的
變
動

な
ど
 
 

か
ら
、
大

規
模

な

「
人

の
移
動
」
が
生
じ
た
。

し

か
し
、

こ
の
問

題
に

つ
い
て
の
研
究
は
、
各
國

.
地
域

別

に
論
じ

ら
れ
る
傾
向

が
あ
り
、
總
合
的
に
考
察
さ
れ
る

こ
と

は
少
な

か

っ
た
。
主

に
日
本
、
朝
鮮
、
中
國
な
ど
各

地
域
聞

の
人

の
移
動

と
そ

の
原
因
を
檢
討
し
、
人

の
移
動

の
歴
史
的
意
味
を
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
歴
史

學

(
日
本
史

.
朝

鮮
史

・
中
國

史

な
ど
)
、
地
理
學

、
瓧

會
學
、
經
濟
學
な
ど
諸
分

野

の
研
究
者

の
共
同
研
究
と
し

て
蓮
營
し

て

い
る
。

二
〇
〇
八
年

 
二
月
 
九
日
 
「中
國
朝
鮮
族
肚
會
の
變
化
と
そ

の
意
味
-

韓
國
と

の
關
係
を
中
心

と

し

て
」
 
(報
告
)
崔

 

 
佑
吉
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彙 報

三
月
 
八
日

四
月

一
二
日

五
月

一
〇
日

六
月

一
四
日

高
全
惠
星
監
修

・
柏
崎
千
佳
子
譯

『
デ
ィ

ア
ス
ポ

ラ
と

し

て

の
コ
リ

ア

ン
 
北
米
、
東

ア
ジ

ア
、
中
央

ア
ジ

ア
』

(新
幹

瓧
、

二
〇
〇
七

年

一
〇
月

)

 
 

 
 

(書
評

)
松
田
 

利
彦

「多

木
粂

次
郎
と
朝

鮮
-
多

木
農

場
と
參

政
權
問
題
に

つ
い
て
ー
」

 
 
 
 

(報
告
)
金
 
 
 
玄

「京
都
經
濟
と
朝
鮮
人
勞
働
者
-

西
陣
織
を
中
心
に
」

 
 
 
 

(報
告
)
高
野
 
昭
雄

「在
滿
朝
鮮
人
の
生
活
實
態
と

『安
全
農
村
』
」

 
 

 
 

(報
告
)
金

 

永
哲

「
帚
國

日
本
と
朝

鮮
人

の
移
動
1

「
内
地
」

渡
航
、
滿

洲
移

住
と

植

民
地
放
棄
論

・
工
業
化
論
1

」

 
 

 
 

(報
告
)
水
野
 
直
樹

田
中
隆

一
著

『滿
洲
國
と
日
本

の

帚
國

支
配
』

(有
志
舍

、
二

〇
〇

七
年

一
二
月
、
)

 
 
 
 

(書
評
)
松
田
 
利
彦

「
日
清
戰
爭
と
朝
鮮
華
僑
I
保
護

清
商
規
則
と
華
商
條
規
を
中
心
に

ー
」
 

 
(報
告
)
李

 

正
煕

「漁
民
の
移
動
お
よ
び
移
住
と
漁

撈
技
術
の
展
開
 
臺
灣
東
海
岸
の

「移
民
村
」
に
お
け
る
カ
ジ
キ
突

七
月
 
六
日

九
月

二
〇
日

一
〇
月

一

一
日

棒
漁
を
例
と
し
て
ー

」

 
 

 
 

(報

告
)
西
村
 

一
之

「
「
不
逞
鮮
人
」
と

「臺

灣
蠻
人
」

植
民
地
期
臺
朝
關
係
史
の
た
め

の
覺
書
ー
」

 
 

(報
告
)
陳
ジ

ョ
ン
ウ

ォ
ン

コ

九

二
〇

～
三
〇
年

代

の
在

青

島
日
本
居
留
民

に
つ
い
て
ー

土
地

租
借
權
を
め
ぐ
る
日
中
聞
交
渉
を

中
心

に
ー
」
(報
告
)
長
澤
 

一
惠

「敗

戰

直

後

の
村

と

人

の
移

動

(復

員

・
引

揚

・
蹄

還
)
ー

京

都

府
南
部
地
域
寺
田
村
を
事
例
と
し

て
I
」
 
 

(報
告
)
安
岡
 
健

一

「
「移
民

の
適
應
」
 

瓧
會
學

の
古

典
か
ら
現
在

へ
ー
」

 
 
 
 

(報
告
)
竹
澤
 
泰
子

「「滿
洲
國
」
成
立
初
期
の
朝
鮮
人

移
民
政
策
と
在
滿
朝
鮮
人
生
活
實

態
」
 

 
(報
告
)
金

 

永
哲

「海
外
在
留

「帝
國
臣
民
」
の
在

留
禁
止
制
度
の
蓮
用
-
政
治
犯
關

係
の
實
例
を
中
心
に
ー
」

 
 

 

(報
告
)
イ

.
ス
ン
ヨ
プ

「
「農
業
帚
國
」
と

「海
洋
帚
國
」

の
比
較

か
ら
人

の
移
動
を
考
え

る

 
近
年

の
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
學
派

に
註

目
し
て
」(報

告
)
籠
谷
 
直
人

=

月
 
八
日
 
「「日
本
帚
國
殖
民
地
之
比
較
研

 
 
 
 
 
 

究
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(臺
灣
中
央

 
 
 
 
 
 

研
究
院
臺
灣
史
研
究
所
)
に
參
加

 
 
 
 
 
 

し
て
」
 
 
(報
告
)
水
野
 
直
樹

 
 
 
 
 
 

「戰
前
日
本
在
留
朝
鮮
人
の
出
版

 
 
 
 
 
 

活
動
と
印
刷
」
(そ
の
一
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(報
告
)
小
野
 
容
照

一
二
月

=
二
日
 
「植
民
地
期
朝
鮮
在
住
日
本
人
の

 
 
 
 
 
 

囘
想
記
-
近
年
の
刊
行
書
を
中
心

 
 
 
 
 
 

に
ー
」 
 
(紹
介
)
水
野
 
直
樹

 
 
 
 
 
 

「植
民
地
臺
灣
に
お
け
る
朝
鮮
人

 
 
 
 
 
 

の
接
客
業
-
新
聞

・
雜
誌
記
事
の

 
 
 
 
 
 

檢
討
か
ら
ー
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(報
告
)
藤
永

壯

虚
構
と
擬
制
-
總
合
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
研
究
の
試
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

班
長
 
大
浦
 
康
介

 

四
年

目
に
あ
た

る
二
〇
〇
八
年

は
、
小
諡
、
物

語
、
寫

眞

、
映
畫

、
歴
史
敘

述
、
音

樂
、
科
學
技
術
等
と

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
と

の
關
係
を
探

っ
た
。

研
究
發
表

は
以
下
の
と
お
り
。

一
月
二
六
日
 
「
私
」
と

い
う
虚

構
ー

ジ

ャ
ン

・

 

 
 

 
 

パ
ウ
ル

の
小
諡
構

造
を
め
ぐ

っ
て

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

池
田
 
浩
士

二
月

 
四
日

 
フ
ラ
ン
ク

・
マ
ク
ギ
ネ

ス

『
ソ
ン

 

 
 

 
 

ム
川
に
向

か

っ
て
行

進
す

る
ア
ル

 

 
 

 
 

ス
タ
ー

の
息

子
た
ち
を
見
守
り
給

 

 
 

 
 

え
』

を
讀
む
 
 

 
小
關
 

 
隆

二
月
二
五
日
 
法
的
擬
制

の
諸
相

 
 
 

 
 

 
 

ミ
カ
イ
ル

・
ク
シ

フ
ァ
ラ
ス
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報

 

學方東

六
月

 
二
日

六
月

一
六
日

七
月
 
七
日

一
〇
月
 
六

日

一
〇
月

二

〇

日

一

一
月

一
〇

日

一
月

一
七

日

一

一
月

一
七

日

二
月
 

一
日

一
二

月

一
五

日

寫
眞

か
ら

フ
ィ
ク
シ

ョ
ン

ヘ

ケ
ン
ド
ー
ル

・
ウ

ォ
ル
ト

ン
の
寫

眞
論
を
手

が
か
り
に

 
 

 
 
 
 
 
 
河
田
 

 
學

「
遊
び
」

の
内
と
外
を
め
ぐ

っ
て

近
藤

秀
樹

ミ
メ
ー

シ
ス
と

「か

の
よ
う

に
」

ー

ヴ

ォ
ル
フ
ガ

ン
グ

・
イ
ー
ザ
ー

と
ジ

ャ
ン
ロ

マ
リ
i

・
シ

ェ
フ
ェ

ー
ル
に
よ
る

フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
の
ア

ン
ソ

ロ
ポ

ロ
ジ
i
 

久
保
 
昭
愽

物
語
階
暦
遑

反
と
虚
構

内
虚
構

 
 
 
 
 
 
 
 
岩
松
 
正
洋

透
明
人
間
の
夢
 
 
大
浦
 
康
介

グ
ル
ジ
ア
と
オ
セ
チ
ア
の

「高
貴

な
野
蠻
人
」
像
 
 
伊
藤
 
順
二

映
畫

『紅
葉
狩
』

の
二
面
性
-
受

容
の
場
を
め
ぐ
っ
て
ー

 
 
 
 
 

 
 
 
上
田
 

 
學

「歴

史

小

諡
」

の

可

能

性

『
モ
ー
セ
と

一
祚
教
』

 
 
 
 

 
 
 
 
小
森
謙

一
郎

「命

名
を

め
ぐ

っ
て
ー

逆

シ

ュ
ミ

レ
ー
シ

ョ
ン
音
樂
」
前
夜

 
 
 
 

 
 
 
 
三
輪
 
眞
弘

 
 
 
 

(解
読

冖
岡

田
 
曉
生

)

フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
と
現
實

の
境
界
を

あ

い
ま

い
に
す
る
技
術鹽

瀬
 
隆
之

人
種
の
表
象
と
表
現
を
め
ぐ
る
學
際
的
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

班
長
 
竹
澤
 
泰
子

 
二
〇
〇
八
年

度
が
本
研
究
班

の
最
後

の
活
動
年
度
で
あ

る

こ
と
か
ら
、

二
〇
〇
八
年
は
成
果
發
表

や
そ

の
準
備
、

ま
た
國
際
的
な
學
術
交
流

に
重
點
を
お

い
た
活
動
と
な

っ

た
。
旦
ハ體
的

に
は

二
〇

〇
九
年

に
刊
行
豫
定

の
論
文
集

の

合
評
會
、
海
外
か
ら
來

日
中

の
研
究
者

や
外
國
人
研
究
者

に
よ

る
研
究
報
告
を
そ
れ

ぞ
れ
複
數
囘
も

っ
た
。
ま
た
教

育

へ
の
還
元
と
し

て
は
、
全
學
共
逋
科
目

「
人
種
概
念

の

總
合
的

理
解
」
を
提
供

し
、
リ
レ
ー
講
義
を
行

っ
た
。

 

一
二
月

に
研
究
班

が
主

體
と
な
り
企
畫

・
實
施

し
た
第

一
二
囘
京
都
大
學
國
際

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

「變
化
す

る
人
種

イ

メ
ー
ジ
ー
表
象

か
ら
考
え

る
」

は
、
岩

井
茂
樹
敏
授

の

總
合
司
會

の
も
と

、
松
本

紘
總
長

に
よ
る
挨
拶

か
ら
始
ま

り
、
横

山
俊
夫

副

理
事
、
金

文
京

所
長
、
實

行
委

員

長

(班

長
)

に
よ
る
挨
拶
、

ト

ロ
イ

・
ダ

ス
タ
i
氏

お
よ
び

エ
ラ

・
シ

ョ
ハ
ッ
ト
氏
に
よ
る
基

調
講

演
、
個
別

の
研
究

發
表
、
若
手

研
究
者
リ

レ
ー
ト
ー
ク
、
司
合

・
コ
メ

ン
ト

も
含

め
る
と
、
總
勢
三
三
名
が
演

壇
に
立

っ
た
こ
と
に
な

る
。
惡
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

數

の
參

加
者
が
あ
り
、

一
般
參

加
者
封
象

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
も
、
關
係
者

の

聞
で
も
、
き
わ
め

て
高

い
評
價
を
得
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム

翌
日
に
は
、
基
調
講
演
者

・
報
告
者
に
、
國
内
外
か
ら
招

聘
し
た
專
門
家
が
數
人
加
わ
り
、
よ
り
發
展
し
た
議
論
を

專
門
家
會
議
と
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 
な
お

二
〇
〇
九
年
三
月

に
は
、

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
報
告

書
を
、
五
月

に
は
岩
波
書
店
か
ら
論
文
集
を
刊
行
し
た
。

 
國
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に

つ
い
て
は
、
研
究
班

H
P
に
て

団
o
口
ε
げ
①
動

畫
、
挨

拶

・
趣
旨

読

明

の

テ
キ

ス
ト
、
各

報

告

の

ア

ブ

ス

ト

ラ

ク

ト

を

公

開

し

て

い
る

。

(
耳

ε

一＼
＼
屏
巻

α
ρ
N
言
げ
o
コ
9評
矯
0
8

I
⊆
.霧

―甘

＼
卍
蕁

8

＼

貯
曽
日
9

ω
嘱
日
b
o
ω
ご
日
.耳

巨

)

 

新

聞

・
ラ

ジ

オ

等

の
メ

デ

ィ

ア
報

道

に

つ

い

て
は

、

以

下

の
サ

イ

ト

で
許

可

を

得

て
公

開

し

て

い

る
。

(耳

6

一
＼
＼
貯
《
&

o
.N
冒
げ
ロ
ロ
.
屏
ぎ

け『

F

p
o
.甘

＼
～蠢

8

＼

静
節
ヨ
①
-
塁

B
8

ω
冒
日
.鐸

ヨ
一)

 

京

都

大

學

オ

ー

プ

ン

コ

ー

ス

ウ

ェ
ア

で
は

、

二

〇

〇

八

年

度

開

講

し

た

上

記

科

目

お

よ

び

二

〇
〇

七

年

度

開

講

の

「
人

種

の
表

象

と

リ

ア

リ

テ

ィ
」

二
科

目

に

つ

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

シ

ラ

バ

ス

・
講

義

ノ

ー

ト

、
硯

覺

敏

材

等

を

公

開

し

て

い
る

。

「
人

種

概

念

の
總

合

的

理

解

」

(馨

6

-＼
＼
o
o
≦
.
評
苫

8

暈

.”
ρ
む

＼
ぎ
ω
蜂

鴛

Φ
-
ho
目
昌

Φ
―

ω
①
母

07

ヨ
占

ロ
日

譽

三

①
ω1
一〇
＼
o
幽

o
房
鼠
o
-
ロ
質
9

お
什餌
ロ
α
1

冒
oq
6

眺み
冨

I己
Φ
曽

o
h4
口
8

)

「
人

種

の
表

象

と

リ

ア

リ

テ

ィ

」

(算

ε

一＼
＼
o
o
≦

与

0
8
I
F

口
o
●甘

＼
oq
窪

奠
巴
6

含

8

ま

ロ
ー

甘
＼
N
ヨ
σ
ロ
『

碧

巴

Φ
白
団
)

一
月

一
一
日

(金
)

「成
果
刊
行
の
理
論
的
枠
組

 
 
 
 
 

み
に
つ
い
て
」 
 

竹
澤
 
泰
子

 
 
 
 
 

「精
神
分
析
と
ユ
ダ
ヤ
的
な
も
の
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立
木

康
介

一
月

一
二

日

(土

)

、―国
×
O
ξ

山
①
匹

勹
器

ω
①
ロ
O
R

 

 

 

 

 

ω
げ
o
oq
ロ
ロ
の
'
ζ

ヨ

ω
貫

巴

。。

曽
ロ
臣

 

 

 

 

 

一
四
〇
口
口
Φ
ω
Φ

国
昌
o
o
ロ
ロ
け
興

ω

≦
一什
げ

 

 

 

 

 

叶げ
Φ

bd
一曽
O屏

○
けげ
①
周
、―

 

 

 

 

 

ジ

ョ

ン

・
ラ

ッ

セ

ル

(岐

阜

大

 

 

 

 

 

學

)

跚



報
0

冥

「
ポ

ー

ル

・
ブ

ロ
ー
カ

の
形
質

人

類
學

冖
政
治

の
否
定

と
變
移

読
の

否
定
」

ア
ル
ノ

・
ナ

ン
タ

(
フ
ラ

ン
ス
國

立
科
學
研
究
セ

ン
タ
ー
)

「
コ
メ
ン
ト
」

 
 

渡
邊
公
三

(立
命
館
大

學
)

三
月

一
五
日

(土
)
、
三
月

一
六
日

(日
) 

成
果

 
 

 
 

 

刊
行

に
向
け
た
合
評
會

(合
宿
)

四

月

二
五

日

(金

) 

、.閏
o
ぎ

≦

ζ

団

閏
o
o
翕
叶8

曾

 

 

 

 

 

〉
二
9
0

6
0
ロ
ユ
ω
ヨ
、
国
穹

ρ

ロ
ロ
◎

 

 

 

 

 

○
①
P
α
①
鬥
.、

 

 

 

 

 

カ

レ

ン

・
シ

マ
カ

ワ

(
ニ

ュ
ー

ヨ

 

 

 

 

 

ー

ク
大

學

)

五
月

三
〇

日

(金
)
 
成

果
刊
行

に
向
け
た

合
評

 

 
 
 

 

會

九
月
 
九
日

(火
) 
成
果
刊
行
に
向
け
た
合
評

 
 
 
 
 

會

九
月
二
六
日

(金
) 
「人
間
肚
會
と
心
の
個
人

 
 
 
 
 
 
差

冖
生
命
科
學
研
究
者
の
意
見
か

 
 
 
 
 
 
ら
」

 
 
 
 
 

東
島

 

仁

(京
都
大
學
生
命
科

 
 
 
 
 

學
研
究
科
)

 
 
 
 
 
 
「チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
協
力
行
動

冖

 
 
 
 
 
 
ヒ
ト
と
の
共
逋
點

・
相
遶
點
」

 
 

 
 

 
 
 

小
林

敦
子

「
矢
崎

彈

『三
代

の
女

性
』
冖
小
読

に
描

か
れ
た
明
治

、
大
正
、
昭
和

の
女
性
像
」

九
月

二
七
日

一

一
月

一
四

日

一
月

]
五

日

山
本
 
眞
也

(京
都
大
學
靈
長
類

研
究
科
)

(土
) 
「愽
物
館
に
お
け
る
展
示
表

象
行
爲
を
め
ぐ
っ
て
 
記
憶
裝
置

と
他
者
表
象
1
」

吉
村
 
智
愽

(大
阪
人
權
愽
物

館
)

「寫
眞
史
に
お
け
る
人
種
」

生
井
 
英
考

(共
立
女
子
大
學
)

(金
) 
「成
果
刊
行
の
序
章
に
つ
い

て
」 
 
 
 
 

竹
澤
 
泰
子

「人
聞
祗
會
の
心
の
個
人
差
」

 

 

 

 

 

 

 

 

東

島

 

 
仁

「
日

系

ブ

ラ

ジ

ル

人

が

日

本

に

お

い
て
表

象

す

る

ブ

ラ
ジ

ル
文

化

」

エ
ル

ナ

ー

二

・
オ
ダ

(文

學

研

究

科

)
「
血
を

飲

む

ユ
ダ

ヤ
人

」

小

田
雄

一

(人

聞

・
環

境

學

研

究

科

)
「
カ

ル

チ

ュ

ラ

ル

・
コ

ン
ピ

ユ

ー

テ

イ

ン

グ

に

つ

い
て
」

土
佐

尚

子

(京

都

大

學

學

術

情

報

メ

デ

ィ

ア

セ

ン

タ

!
)

(
土
)
 

..しd
一〇
〇
9

ピ
p
ロ
α
.

p
ロ
創

O
O
ロ
<
①
村
臨
O
昌
一
]≦
Φ
ω
江
N
O
⇒
Φ
ω
ω

き

α

昏

Φ

勺
o
弊
8
ω

9

bd
Φ
δ
⇔
ひq
―

冒

ゆq

言

℃
o
ω
マ
ぎ

α
8

窪

◎
①
口
o
㊦

勺
ぼ
言

豆
澪

ω。

○
自・8

ぎ

Φ
閏
雲

(京

都

大

學

東
南

ア
ジ

ア
研

究

セ

ン
タ

ー
)

.、ω
Φ
輿

魯

冒
Φq

ho
目

ω
Φ
罵

巨

臼

Φ

O
δ
げ
9。
一
Qっ
o
暮

げ
一
菊
①
胃

①
の
Φ
口
什
曽
―

臨
8

ω

o
h
冨

日
巴
8

霧

ヨ

冒

O
甲

⇒
Φ
ωΦ

↓
蕁
く
巴

芝

葺

ぎ
ひq
。

ζ

輿
く
ぎ

Qっ
冨
匪

昌
ぴq

(イ

ン

デ

ィ

ア

ナ
大

學

、

人

文

研

客

員

)

一
二
月
六
日

(金
)
、
七

日

(土
) 

第

一
二
囘
京
都

 

 
 

 
 
 

大
學
國
際

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

「
變
化

 

 
 

 
 
 

す

る
人
種
イ

メ
ー
ジ
ー
表
象

か
ら

 

 
 

 
 
 

考
え

る
」
開
催

 
 
一
二
月
八
日

(日
) 
專
門
家
會
議

啓
蒙
の
蓮
命
i
系
譜
學
の
試
み
 
 
班
長
 
富
永
 
茂
樹

 

本
共

同
研
究

の
最
終

年
度

に
あ

た

る
二
〇
〇

八
年

に

は
、
以
下

の
と
お
り
の

一
八
の
研
究

報
告

が
あ

っ
た
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
報

告
書
に
收

録
さ
れ
る
論
文

の
執
筆

を
め

ざ

し
た
完

成
度

の
高

い
も

の
で
あ

り
、
こ

の
あ
と
年

度
末

ま
で
に
豫
定

し
て

い
る
四
報

告
も
加
え

て
、
報
告
書

の
作

成
に
向
け
て
動
き
出

す
こ
と
が
可
能

に
な

っ
た
と
考
え

ら

れ
る
。
ゲ

ス
ト
に
よ
る
三
報

告
も

ま
た
、
き
わ
め
て
刺
激

的
で
、
班

員
各
位

が
論
文

を
進
め
る
う
え

で
參
考

と
な
る

以
上

の
意
義

を
も

つ
も

の
で
あ

っ
た
。

研
究
會
記
録

(二
〇
〇
八
年
)

 

一
月

一
八
日

「
勞
働

は
自

由

に
す

る
ー

ナ
チ

ズ

ム
に
と

っ
て
自
由

と
は
何

か
」

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

藤

原

二
月
 

一
日
 

「
啓
蒙

と

『投
資

杜
會
』
」
 

坂
本

二
月
二
九
日
 
「
フ
ラ
ン

ス

一
九

世
紀
末

に
お
け

323



東 方 學 報

三
月

一
四
日

三
月
二
八
日

四
月
二
五
日

五
月

 
九

日

五
月

二
三
日

六
月
 
六
日

六
月

二
七
日

七
月
 
四
日

七
月

一
八
日

る

『道

徳
』

と
啓
蒙
」
 

 

白
鳥

「啓
蒙

が
法

に
な
し
た
こ
と
」

ミ
カ

エ
ル

・
ク
シ

フ
ァ
ラ
ス

(ゲ

ス
ト
)

「啓

蒙
と
そ

の

『危
機
』
一
一
七

六

三
年

か
ら

一
七
八

一
年
ま

で
の
レ

ナ
ル
/
デ

ィ
ド

ロ
/
ネ

ッ
ケ

ル
」

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

王
寺

「
ル

・
メ

ル

シ

エ

.
ド

・
ラ

・
リ

ヴ

イ

エ
ー
ル
に
お
け

る
啓
蒙

と
祚

祕
主
義
i

『幸
福
な
國

民
ま

た
は

フ

ェ
リ

シ
ー
人

の
政

體
』

(
一
七

九

二
)

に
お
け

る
宗
敏
ー
」

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

獪

田

「
啓
蒙
と

フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
論
」

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

久
保

「
マ
ル

セ

ル

・
ゴ

ー

シ

ェ

『世

界

の
脱

魔

術

化
』

と

『近

代

の
革

命
』
を

め
ぐ

っ
て
」
 
 

 

宇
野

「
ヨ

ハ
ン
ネ

ス

・
ル
ド

ル

フ

ス

・

ア
ネ
ピ

グ
ラ

フ
ス

の
幾
何
學
的
月

世
界
放
行
」
 

 

 

 

 

長
尾

「永

遠
平

和

の
蓮
命
ー

ア

ベ

・

ド

・
サ

ン

ーー
ピ

エ
ー

ル
、

ル

ソ

ー
、

カ
ン
ト
」
 
 

多

賀
 
 
茂

「
ト
ク

ヴ

ィ
ル
、
サ

ル
ミ

エ
ン
ト

と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

の
非
民
主
圭

義
」
 

 

 

 

 

 

 

 

松
下

「終

わ
り

あ

る

〈啓
蒙

〉
と
終

わ

九

月
二
六
日

一
〇

月

】
○

日

」
○
月

二
四
日

一
一
月

 
七

日

二
月
 
五
日

一
二

月

一
九

日

近
代
古
都
研
究

 

研
究
班

は
三
年
を
經
過
し
た
が
、

古

都
奈
良

・
京

都

の
ほ
か
地
方
城
下
町
も

研
究
封
象
に
廣

げ

て
き

た
。

 
二
〇

〇
八
年
度

に
は
、
「
歴
史
と
都

市
」
を

め
ぐ
り
、

京
都

.
奈
良
、
首
里
、
仙
臺
、
金
澤
な
ど

の
研
究
が
報
告

さ
れ
た
。
そ

の
ほ
か
、
岡
山

に
お
け
る
城
下
町

の
近
代
、

都
市

の
水
利
構
造
な
ど

の
研
究
報
告
と
實

地
調
査
も
行

っ

り

な
き

〈啓
蒙

〉
冖
ス
ピ

ノ
ザ

/

ル
ソ
ー
と
そ

の
後

」
 

 

 
佐

藤

又
啓
蒙
〉
と

〈
パ
レ
ー
シ

ア
〉
み

る

い
は
圭
體

化

の
交
差

と

遍

歴

I

ー
フ
ー

コ
ー
晩
年

の
講
義
を
讀

む
」
 

 

 

 

 

 

 

 
市
田

「
缺
如

の
經
験
を
め
ぐ

っ
て

一

19

世
紀

ユ
ダ
ヤ

の
知

の
理
論
か
ら
」

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

向
井

「
デ

イ
ド

ロ
と

二
重

の

エ
ク
リ

チ

ュ
ー
ル
」
李

 

 
永
睦

(
ゲ
ス
ト
)

「世

界

の
睨

辨
證
法

化
 

 

ハ
ー

バ
ー

マ
ス
の

『
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
行
爲

の
理
論
』
を
中
心

に
」

 
 
 

 
 

 
 

齊
藤

 

 
渉

「
シ

ャ
ト

ー

ブ
リ

ア

ン

冖
舊
世

界

と
新
世
界

の
聞
で
」 

フ
ラ
ン

ソ

ワ

・
ア
ル
ト
ー
グ

(ゲ

ス
ト
)

「
反

革

命

と

啓

蒙

ー

バ

リ

ュ

エ

ル
、
ド

.
メ
ー
ス
ト
ル
、
ラ

.
ア

ル
プ

の
場
合
」
 

 

 
 

 

桑
瀬

班
長
 
高
木
 
愽
志

歴
史
都
市
と
し
て
、

た
。

軍
都
、
古
都
な

ど
の
概
念
も

深
め
て

い
る
。

二
〇
〇

九
年
度

に
は
、
仙
臺

の
調
査

を
豫
定

に
入
れ

て
い
る
。

 
ま

た
前
囘

の
共

同
研
究
班

の
報

告
書
と
し

て

『近
代
京

都

研
究
』

(思
文

閣
出

版
、
二
〇

〇
八
年
、
丸

山
宏

・
伊

從
勉

と
の
共
編
)
を
刊
行
し
た
。

二
〇
〇
八
年

 

一
月

一
二
日

「
古
肚
寺
保
存
と
近
代
京
都

の
建
築

造
營
」 
 
 
 
 
清
水
 
重
敦

「近
世
畿
内
に
お
け
る
禪
功
皇
后

傳
承
-
御
香
宮
蕀
祗
と
桂
女

・祗

園
會
冖を
中
心
に
」 

野
村
 
奈
歐

三
月

】
五
日
 
=

五
年
戰
爭
と
京
大
圖
書
館
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
庭

基
介

「
ラ
ン
ケ
の
日
本
的
領
有
」

 
 
 
 
 
 
 

小
山
 
 
哲

四
月

一
九
日
 
「近
代
京
都
の
名
所
-
櫻
や
古
典

 
 
 
 
 

文
學
を
手
が
か
り
に
」

 
 
 
 
 
 
 

高
木

愽
志

「實
業
家
武
岡
豐
太
と
三
都
の
歴

史
-
一岬
戸
史
談
會

・
皇
陵
巡
拜

會

・
乃
木
騨
瓧
」
 
黒
岩

康
愽

五
月

一
〇
日
 
「日
吉
山
王
秕
の
近
世

冖
二
、
三

 
 
 
 
 
 
の
問
題
」 
 
 
 
冒
ケ昌
切
同①自

 
 
 
 
 

「地
價
分
布
の
變
化
か
ら
み
た
近

 
 
 
 
 

代
東
京
の
地
域
構
造
の
一
斷
面
ー

 
 
 
 
 

舊
東
京
市
聯
田
區
域
の
場
合
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田
 
 
誠

六
月
二

一
日
 
「「軍
都
」
論
の
再
檢
討
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
田

敬

】

324



報彙

「
城

下
町

の
近
代

と

「
古

都
」
イ

メ
ー
ジ
ー

百
萬
石

の

「
傳
統
」
文

化
」
 

 

 

 

 

本
康

宏
史

七
月
二
五
・
二
六
日
 
岡
山
巡
見

(岡
山
大
學
構

 
 
 
 
 
 
内
舊
陸
軍
施
設

.
同
大
學
附
屬
圖

 
 
 
 
 
 
書
館
池
田
家
文
庫

・
後
樂
園
)

案
内

冖
小
野
 
芳
朗

 
 
 
萬
城
 
あ
き

九
月

一
九
日
 
人
文
科
學
研
究
所
舊
東
方
部
書
庫

 
 
 
 
 
 
見
學

・
黒
谷
文
人
墓
掃
苔

案
内

冖
岡
村
 
敬
二

 
 
 
廣
瀬
千
紗
子

一
〇
月

一
八
日
 
「大
京
都
の
時
代
の
都
市
計
畫
ー

 
 
 
 
 
 

近
年
發
見
の
史
料
か
ら
歴
史
資
料

 
 
 
 
 
 

の
傳
來
を
考
え
る
」
秋
元
 
せ
き

 
 
 
 
 
 

「明
治
維
新
史
の
再
檢
討
-
氣
に

 
 
 
 
 
 

な
っ
て
い
る
諸
點
」
岩
井

忠
熊

一
〇
月
二
五
日
 
名
古
屋
巡
見

(徳
川
美
術
館

.
名

 

 
 
 
 
 

古

屋
城

・
舊
中
村
遊
廓
)

案
内

冖
竝
木
 
誠
士

 
 
 
朝
日
美
砂
子

=

月
二
二
日
 
「權
門
寺
肚
の
歴
史
と
奈
良
町
の

一
二
月

二
〇

日

歴
史

と

の
聞
」 

 

幡
鎌

 

一
弘

「敗

戰
前
後

の
佐

々
木
惣

一
!
近

衞

文
麿
と

の
關
係
を
中
心

に
」

 
 
 
 
 

 
 
 
松
尾

 
尊
莞

「
軍
都

・
學
都

・
社

の
都
と

仙
臺

-
生
活
暦

(祭
り
と
年
中
行
事
な

ど
)
と
戰
死
者
祭
祀

の
變
遷
」

佐
藤
 
雅
也

「米
軍
統
治
下
沖
繩
の
自
治
的
都

市
計
畫

■

九
七
二
年
施
政
權
返

還
前
に
本
土
竝
み
都
市
計
晝
制
度

に
復
歸
し
た
琉
球
政
府
の
選
擇
」

 
 
 
 
 
 
 
 
伊
從
 
 
勉

第

―次
世
界
大
戰
の
綛
合
的
研
究
に
向
け
て

 
 
 
 
 
 
 
 
班
長
 
山
室
 
信

「
・
岡
田
 
曉
生

 

二
〇
〇
七
年

四
月
以
來
、
本
研
究
班

で
は
、
戰
後
世
界

ま

で
を
硯
野

に
入
れ

つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
第

]

次
世

界
大
戰

の
歴
史
的

イ
ン
パ
ク
ト

の
内
實
を
明
ら
か

に

す

る
作
業
を
續
け

て
き

た
。

二
〇
〇
八
年
度

に
は
、
美
術

史
、
文
學
史
、
歴
史
學

、
思
想
史
、
等

の
視
點
か
ら

の
報

告

が
あ

っ
た
。
ま
た

、
二
〇
〇

八
年
度
後
期

に
は
全
學
共

通
科

目
と
し
て

「人
文

研
ア
カ
デ
ミ
ー

冖
第

一
次
世
界
大

戰
と

現
代
肚
會
」
を

リ
レ
ー
講
義

の
形
式

で
開
講
し
、

一

〇
〇
名
を

こ
え

る
受
講
者
を
得
た
。
な
お

二
〇
〇
七
/
八

年
度

の
研
究
會
を
通

し
、
第

一
次
世
界
大
戰
が

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
外

の
現
代
史

に
お

い
て
、
豫
想
以
上

の
影
響
を
與

え

て

い
た

こ
と
が
明
ら
か

に
な

っ
た
。
從

っ
て
二
〇
〇
九
年
度

は
主
と

し
て
こ
の
問
題

に
焦
點
を
當

て
、
研
究
班
を
繼
續

す

る
こ
と
と
す

る
。

研
究
會
記
録

(
二
〇
〇
八
年
)

 

一
月

一
四
日

(月
) 

「
切
斷

の
時
代
ー

第

一
次

世
界
大
戰
前
後
の
美
術
の
諸
相
」

 
 
 
 
 
 
 
 
河
本
 
眞
理

一
月

二
八

日

(
月

) 

會

讀

冖
↓
げ
①

O
臥
o
a

一}―

 

 

 

 

 

一ロ
ω
茸
簿

巴

匹

ω
8

亳

o
闇

臼

Φ

 

 

 

 

 

霊

冨

け

毒

o
ユ
O

亳

髯

.
O
ず
穏

ω

四

、

五

、

九

、

―
○

、

―
九

、

二

一(擔

當

冖
王

寺
 
賢

太
、
伊

藤

順

二
、
藤
原
 
辰
史
〉

二
月

一
八
日

(月
) 

「
『歐
洲
大

戰
』
と

日
本

の

 
 
 
 
 
 
『新
興
文
學
』
ー

文
學
史
を
讀

 
 
 
 
 
 
み
か
え
る
試
み
の
ひ
と
つ
と
し

 
 
 
 
 
 
て
」 
 
 
 
 

池
田
 
浩
士

四
月

二

一
日

(月
)
「
戰
火
擧

が
る
ー

第

一
次

 
 
 
 
 
 
世
界
大
戰
と
日
本
人

(そ
の
一
)」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
室
 
信

一

五
月

一
七
日

(土
) 
「被
治
者
の
合
意
」
と
集
産

 
 
 
 
 
 
生
義
 
 
ア
メ
リ
カ
の

「偉
大
な

 
 
 
 
 
 
る
戰
爭
」 
 
 
 

中
野
耕
太
郎

五
月
二
六
日

(月
) 

「
觀
戰
武
官
酒
井
鎬
次
ー

 
 
 
 
 

第

一
次
大
戰
を
め
ぐ
る
軍
人
の
思

 
 
 
 
 
 
想
を
考
察
し
て
ゆ
く
た
め
の
準

 
 
 
 
 
 
備
」 
 
 
 
 

片
山
 
杜
秀

六
月

「
四

日

(土
) 

「
總
力
戰

の
論
理
と
徴
兵
制

 

 
 
 
 

ー

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
に
お
け
る

 
 
 
 
 
 
徴
兵
制
國
民
投
票
を
め
ぐ
っ
て
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
田
 
愽
司

六
月
二
三
日

(月
) 
「南
ア
フ
リ
カ
と
第
一
次
世

 
 
 
 
 
 
界
大
戰
」 
 
 
 

堀
内
 
隆
行

七
月

一
四

日

(月
)
 
「
戰
爭
沸
經
症

 

 
リ
ヴ

ァ

 
 
 

 
 
 
ー
ズ
と

フ
ロ
イ
ト
、
時

々
、
サ

ス

 
 
 

 
 
 
ー

ン

(と
グ
レ
イ
ヴ
ズ

…
…
)
」

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

富
永
茂
樹

○
月

一 

日

(土
) 

「
ハ
ン
ガ
リ
!
か
ら
見
た
第

跚
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一
次
世
界
大
戰

こ

九

一
八
年
の

歴
史
的
演
奏
會
を
中
心
に
」

 
 
 
 
 
 
 
 
伊
東
 
信
宏

一
○
月
二
七
日

(月
) 
「第

一
次
世
界
大
戰
と
イ
ン

 
 
 
 
 
 

ド

民
族
蓮
動
の
轉
換
點
と
し

 
 
 
 
 
 

て
の
大
戰
」 
 
 

田
邊
 
明
生

一

一
月

八

日

(土
)

「>

2
Φ
鬢

出
o
b
o
新

た

な

 
 
 
 
 
 

る
希
望
ー

三
輪
常
次
郎

「執
務

 
 
 
 
 
 

文
書
」
か
ら
み
た
第

一
次
世
界
大

 
 
 
 
 
 

戰
期
と
戰
後
」 
 

籠
谷
 
直
人

一
二
月
 
八
日

(月
) 
「青
野
原
俘
虜
收
容
所
の
世

 
 
 
 
 
 

界
-
非
總
力
戰
論
序
読
ー
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
津
 
留
厚

一
二
月
二
二
日

(月
) 
「日
本
に
お
け
る
未
來
派
の

 
 
 
 
 
 

受
容
と
禪
原
泰
の
藝
術
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
階
繪
里
加

人
文
研

ア
カ
デ
ミ
ー

(講
義
)

]
○
月

 
六

日

(月
)
 

イ

ン
ト

ロ
ダ

ク

シ

ョ
ン

冖

「
フ

ァ
ー

ス

ト
」

「
グ

レ

イ

ト
」

「
ワ
ー
ル
ド
」

「
ト
ー
タ
ル
」

 
 
 
 
 
 
 

 
小
關
 

 
隆

一
〇
月
二
〇
日

(月
) 
總
力
戰
と
徴
兵
制

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
關
 
 
隆

一
〇
月
二
七
日

(月
) 
音
樂
史
革
命
と
第

一
次
世

 
 
 
 
 
 

界
大
戰
 
 
 
 

岡
田
 
曉
生

一

一
月

一
〇
日

(月
) 

第

一
次

世
界
大

戰
と

「
ク

 
 

 
 
 
 

ラ
シ

ッ
ク
音
樂
」

の
終
わ
り

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

岡
田
 
曉
生

一

一
月

一
七

日

(月
) 

フ
ラ

ン
ス
文

學

に
お
け

る

二
月
 

一
日

一
二
月
 

八
日

一
二

月

一
五

日

一
二
月

二
二
日

月
 

五
日

一
月
 
七

日

第

一
次
世
界
大
戰

(
こ

 
 
 
 
 

 
 
 
久
保

 
昭
愽

(月
)
 

フ
ラ
ン
ス
文
學

に
お
け

る

第
―
一
次
世

界
大
戰

(二
)

 
 
 
 
 
 
 
 
久
保
 
昭
博

(月
) 
西
洋
思
想
史
の
な
か
の
第

一
次
世
界
大
戰

(
一
)

 
 
 
 
 
 
 
 
王
寺
 
賢
太

(月
) 
西
洋
思
想
史
の
な
か
の
第

一
次
世
界
大
戰

(二
)王

寺
 
賢
太

月o月2月
)   )

 

一
月

一
九

日

(月
)

 
 

 
 
 

ら
し
た
も

の

人
文

研
ア
カ
デ
ミ
ー

(レ
ク
チ
ャ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
)

一
一
月

一
八
日

(火
) 

「第

】
次

世
界
大

戰
の
あ
と

1

狂
亂

の

一
九

二
〇
年

代

(カ
ゥ

エ

ル
、
ゴ

ド

フ

ス

キ
、

ソ
ラ

ブ

ジ
、
ガ
ー
シ

ュ
イ

ン
ほ
か
)
」

 
 
 

 

岡
田
 
曉
生

(解
読
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
坂
 
圭
太

(ピ
ア
ノ
)

王
權
と
儀
禮
 
 
 
 
 
 
 
 

班
長
 
藤
井
 
正
人

 
本
共
同
研
究
は
、
王
權
と
儀
禮
と

の
關
係
を
古
代
イ

ン

ド

の
王
權
儀
禮
を
中
心

に
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て

食
糧
と
第

一
次
世
界
大
戰

 
 
 
 
 

藤
原
 
辰
史

食
糧
と
第

一
次
世
界
大
戰

 
 
 
 
 

藤
原
 
辰
史

第

一
次
世
界
大
戰
と
日
本

 
 
 
 
 
山
室
 
信

】

第

一
次
世
界
大
戰
が
も
た

山
室
 
信

一

い
る
。
ヴ

ェ
ー
ダ
文
獻
を
基
礎
資
料

に
し
て

い
る
が
、
イ

ン
ド
學

の
諸

分

野

の
ほ
か
、

言
語
學

、
歴
史

學
、
考

古

學
、
美
術
史

、
人
類
學

な
ど

の
複

數

の
覗
點
か
ら
資
料
を

分
析
す

る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
時
代
と
地
域

に
お
け

る
王
權
と
儀
禮

に
關
わ
る
問
題
を
比
較
研
究

の
封
象
と
し

て

い
る
。

 
隔

週
に
開

い
て
い
る
研
究
會

で
は
、
會
讀
と
報
告
を

ほ

ぼ
交

互
に
行
な

っ
て
い
る
。
會
讀

で
は
、
ヴ

ェ
ー
ダ
祭
式

文
獻

の
中
か
ら
王
即
位
式

(
ラ
ー
ジ

ャ
ス
ー
ヤ
)

に
關
す

る
す

べ
て

の
箇
所
を
讀
解
し
、

こ
の
儀
禮

に
關
す

る
資
料

の
集

成
を
め
ざ
し

て
い
る
。
報
告

で
は
、
王
權
と
儀
禮

に

關

係
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
異
な

る
視
點
か
ら
報
告
を

お
こ
な

っ
て
い
る
。

四
年
目

の
今
年
度
は
、
會
讀

に

つ
い

て
は
關
連
資
料

の
約
九
割

の
檢
討
を
終
え
、
報
告

に

つ
い

て
は
、
ヴ

ェ
ー
ダ
祭
式
學
、
寫
本
研
究
、
言
語
學

、
イ

ン

ド
哲
學

の
分
野
か
ら
報
告
を
受
け

た
。

 
本
年
度

で
研
究
を
完
了

さ
せ
る
計
畫

で
あ

っ
た
が
、
研

究
範
園
が
當
初

の
豫
想
以

上
に
擴
大

し
た
た
め
に
、
期
間

を
さ
ら

に
二
年
延
長

し
、
會
讀

に
關

し
て
は
、
資

料

の
讀

解
を
終
え
た
あ
と
、
全
體

の
再
檢
討

を
行

な

い
な
が
ら
全

資
料

の
譯
註
出
版

の
た
め

の
編
纂

作
業
を
お
こ
な
う
。
報

告

に

つ

い
て
は
、
研
究

覗
野

の
擴
大

を
續

け

る
と

と
も

に
、

こ
れ
ま

で
の
報

告
を
深
化

・
發
展
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
と
時
代

の
王
權
と

儀
禮
を
め
ぐ
る
論
文
集

に
ま
と

め

る
豫
定

で
あ

る
。

研
究
會

記
録

 

一
月

一
八
日

(會
讀

一
五
)
<
巴
け
三
『
ω
蠢
昏
甲

ω
口
自
蝉

一

〇

、

七

、

四

三

-

一

〇

、

八

、

一
三

 

 

小

林

 

正

人

郷



報彙

二
月
 

一
日

三
月

二

]
日

五
月

三
〇
日

六
月

二
七

日

七

月

一

一
日

一
〇
月

 
三

日

一
〇

月

一
七

日

―
○

月

三

―
日

一

一
月

一
四

日

(報
告

=

ハ
)
灌

頂

の
儀
禮
空

間

ー

イ

ン
ド
か
ら
日
本

へ
ー

 

 

 

 

 

 

 

 
森

 

 
雅

秀

(報

告

一

七
)

O
曽
日
σ
o
窪
羹。
口

ぼ

ω
o
『
ぢ

皀
o
ロ
の

o
h

臼

Φ

ω
Φ
く
Φ
募

け

8

口
ε

亳

一
口

oq
Φ
嵩
奠

巴

冒
霞
o
-

Ω
口
o¢
o
昌

什訂

o
ロ
oq
け

窪

Φ

ω
ε

α
団

o
h

⇔

馘
昏

震

8

ロ
ロ
O
口
σ
に
ω
げ
Φ
山

①
×
9。日
覧
Φ
一
囚
.
巳

㎝
吟

 

 

 

 

 

U
O
日
ヨ
ざ

O
O
O
α
⇔
犀

(會

諧瑣

一
⊥ハ
)

<
O
α
げ
巳
餌
ーQり
村
P
β
け甲

ω
畧
螽

一

〇

、

八

、

一
四

-

二

八

 

 

 

 

 

 
堂

山

英

次

郎

(會

讀

一
七

)

<
p
α
け
巳
曽
ω
蠢

=
β
1

の
彗
蠢

}
○

、

八
、

二

九

-

四

九

 

 

 

 

 

 

梶

原

三
惠

子

(報

告

一
八

)

祭

主

の
潔

齋

ー

ソ

ー

マ
祭

と

王

權
儀

禮

に

お

け

る

 
 

 
 
 
 
 
 
大
島

智
靖

(會
讀

一
八
)
<
巴
げ
巳
p
-ω
蠢
畧
㌣

ω
葺
蠢

一 

〇
、
 
九
、
 

一

i

一

〇
、

一
〇
、

一
六
 

手
嶋

 
英
貴

(報

告

一
九
)

パ

イ

ッ
パ

ラ

ー

ダ

・
サ
ン
ヒ
タ
ー
寫

本
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舜

団
簿

夢

奠

Φ

 

 

 

 

 

 
凶ω

口

巳
諏
①
村
Φ
⇒
O
Φ

oりo
ヨ
①
げ
O
≦
..
一

 

 

 

 

 

 
国
凸
8
誌
巴

○
け
き

ゆq
①

き

α

く
①
N
o

 

 

 

 

 

 
ぎ

Hω
簿
げ
Φ
に
四
国

同
q
ω

、d
昌
σ
Φ
讐
①
昌

 

 

 

 

 

 
↓
鐔

o器

冒

蜜

冨

欺

 

 

 

 

 

 
報

告

冖
京

都

大

學

人

間

.
環

境

學

 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
究
科

〉
巳
器
芝
国
臣
o霞
氏

人
文
研
探
檢
 
 
 
班
長
 
岩
城
 
卓
二
・
菊
地
 
 
曉

 
本
研
究
班
は
、
ま
も
な
く

八
〇
周
年
を
迎
え
る
人
文
研

の
歴
史
を
、
基
礎
的

デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
檢

證
し
、
日
本

の
人
文

・
肚
會
科
學

の
あ
り
方
を
再
檢
討
す
る
試
み
で
あ

る
。
本
研
究
班

の
對
象

は
、
人
文
研

の
活
動

に
よ
り
産
み

出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ダ
ク
ト

で
あ
る
が
、
大

別
し

て

(
こ

人
文
研

の
研
究
者

に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
著
作
、

(
二
)
人
文
研
が
擁

し
た
人
的
資
源
、

(三
)
人
文
研

の
活

動

に
よ
り
集
積

さ
れ
た
資

料
群
、

(四
)

い
わ

ゆ
る

「
共

同
研
究
」

ス
タ
イ

ル
か
ら

「
カ
ー
ド

・
シ
ス
テ
ム
」
と

い

つ
た

さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
の
方
法
的
蓄
積
、
が
あ
る
。

こ

れ
ら
を
相
互

に
連
關
さ

せ
て
把
握
す
る

こ
と
が
本
研
究
班

の
課
題
と
な

る
。
本
年

は
昨
年
度
に
引
き
續
き
、
基
礎
的

デ
ー
タ
の
整
理
作
業
を
主
眼
と
し
た
。
地
下
文
書
室

の
文

書
整
理

や
關
連
研
究
機
關

の
所
藏
資
料
調
査

、
人
文
研

の

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
携
わ

っ
た
研
究
者
か
ら

の
聞
き
取
り
調

査
、
な
ど

で
あ

る
。

一
月

一
一
日

「
西
周
と

近
代
-

日
本
學

問
史

へ

 
 
 
 

 

の
構
想
1

」
樺
山
 
紘

一

(ゲ

ス

 
 
 
 

 

ト

冖
印
刷
愽

物
館

長
)

(文

明

と

 
 
 
 

 

言
語
班
と
共
催
)

四
月
二
冖
日
 
新
村
記
念
財
團
重
山
文
庫
調
査

六

月

三

〇

日

七

月

一
四
日

七

月

一
六

日

一

一
月

一
〇

日

一

一
月

]
七

日

一
二

月

一
一
日

新
村
記
念
財
国
重
山
文
庫
調
査

新
村
記
念
財
国
重
山
文
庫
調
査

文
書
整
理

文
書
整
理

文
書
整
理

文
書
整
理

文
明
と
言
語
 
 
 
 
 
 
 
 
 班
長
 
横
山
 
俊
夫

 
當
研
究
班
は
、
文
明
化

の
過
程

に
お

い
て
言
語
と

い
う

肚
會
媒
體

が
ど

の
よ
う
に
變
容
す
る
か
、
そ
の
諸

相
を
、

前
近
代
東

ア
ジ

ア
文
藝
學
か
ら
現
代

の
生
物
、
生
命
科
學

に

い
た

る
多
樣
な
分
野

の
事
例
研
究
を
基
礎
に
檢

討
す
る

意
圖

で
二
〇
〇

二
年
度

に
發
足
。

二
〇
〇
七
年
三
月
に
當

初
豫
定
し
た

五
年
聞

の
活
動
を
終
え
、
整

理
期
間
と
し

て

の
二
〇
〇
七
年
度

に
は
、

一
六
囘

の
研
究
會

合

の
ほ
か
、

輪
讀
資
料

『難
波
鉦
』
校
訂
な
ら
び
に
現
代
上
方
語
譯

の

第

二
册
を
編
集

(
二
〇
〇
八
年
刊
)
、
研
究

報
告
書

の
執

筆
、
編
集
作
業

に
と
り
か
か

っ
た
。

}
月

一
一
日
 
「
西
周

と
近
代
-

日
本
學

問
史

へ

 
 
 

 
 

の
構
想
ー

」

 
 
 

 
 

樺
山
 
紘

一

(ゲ

ス
ト

冖
印
刷
傅

 
 
 

 
 

物
館
長
)

二
月
 
九
日
 
『難
波
鉦
』
校
訂

「空
蝉
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
瀬
千
紗
子

「
ヒ
ト

ゲ
ノ

ム
研
究

の
新

時
代

と

二
月

二
三
日

デ
ー
タ

の
共
有
-

科
學
を
通
し
た

連
帶
は
可
能
か
?
」

 
 
 
 
 
 
 

加
藤
 
和
人

『難
波
鉦
』
校
訂

「初
髻
」

 
 

 
 
 
 
 
 
古

勝
 
隆

「

「
義
太
夫

節
は

ど
う
語

ら
れ

る
か

ー

さ
ま
ざ

ま
な
義
太
夫
節
1

」

後
藤
 
静
夫
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東 方 學 報

個

人

研

究

人
文
學
研
究
部

前
近
代
日
本
の
文
明
史
的
研
究
 
 
 
 
横
山
 
俊
夫

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
室
 
信

一

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
的
主
體
の
成
立
 
富
永
 
茂
樹

近
代
朝
鮮
の
政
治
と
瓧
會
 
 
 
 
 
 
水
野
 
直
樹

在
日
米
軍
を
中
心
と
す
る
軍
事
共
同
體
の
人
類
學
的
研

究
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田
中

文
學
理
論
の
研
究
 
 
 
 
 
 
 
 

大
浦

ヴ
ェ
ー
ダ
文
獻
の
生
成
と
傳
承
の
研
究
 
藤
井

人
種

.
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論
 
 
 
 
 
 
竹
澤

戰
前
期
日
本
の
工
業
化
と
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
籠
谷

近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
 
 
 
 
高
木

近
代
日
本
の
藝
術
と
西
洋

現
代
瓧
會
に
お
け
る
生
物
學

・
生
命
科
學

加
藤

泰 正 康 雅
子 人 介 一

愽 直
志 人

 

高
階
繪
里
加

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和
人

音
樂
に
お
け
る
ロ
マ
ン
派
と
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
音
樂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
田
 
曉
生

↓
九
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

・
コ
ン
サ
ヴ
ァ

テ
ィ
ズ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
關
 
 
隆

南
ア
ジ
ア
の
歴
史
人
類
學
 
 
 
 
 
 
田
邊
 
明
生

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
敘
述
と
政
治
思
想

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王
寺
 
賢
太

幕
末
期
の
畿
内

・
近
國
肚
會
 
 
 
 
 
岩
城
 
卓
二

精
祚
分
析
的
知
を
思
想
史
的
に
位
置
づ
け
る
試
み

立
木
 
康
介

ザ
ガ
フ
カ
ス
の

「義
賊
」
と
戰
爭
 
 
 
伊
藤
 
順
二

近
代
日
本
民
俗
誌
シ
ス
テ
ム
の
研
究
 
 
菊
地
 
 
曉

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
國
際
金
融
研
究
 
 
坂
本
優

一
郎

近
代
西
洋
醫
學
發
展
史
研
究
お
よ
び
身
體
論

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中
砧
理
子

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
農
業
政
策
 
 
 
 
藤
原
 
辰
史

近
代
朝
鮮
在
住
日
本
人
肚
會
の
研
究
 
 
李
 
 
昇
樺

身
體
技
法
の
認
識
論
 
 
 
 
 
 
 

倉
島
 
 
哲

近
代
詩
の
虚
構
性
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
 
昭
愽

再
構
築
さ
れ
る
オ
リ
シ
ャ
崇
拜
ー
異
な
る

「人
種

・
宗

教
」
を
と
り
こ
む
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
瓧
會
連

動
-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
池
 
郁
子

戰
閲
期
日
本
の
大
蹶
肚
會

.
文
化
 
 
 
黒
岩
 
康
愽

東
方
學
研
究
部

 
中
國
の
小
読
、
演
劇
及
び
読
唱
文
學
の
歴
史

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金
 
 
文
京

中
國
美
術
の
樣
式
と
意
味

中
国
建
築
の
樣
式

・
技
法

・空
聞

近
代
中
國
の
綿
紡
織
業

朏迫
幽敏
田心相心砿湖究

敦
惶
寫
本
の
言
語
史
韵
研
究

中
國
古
代
中
世
の
法
制

清
代
の
文
化
と
瓧
會

中
國
科
學
の
思
想
史
的
考
察

近
代
中
國
の
財
政
と
肚
會

先
秦
時
代
の
金
文

古
代
中
國
の
考
古
學
研
究

曾
布
川
 
寛

田
中
 
 
淡

森
 
 
時
彦

麥
谷
 
邦
夫

高
田
 
時
雄

冨
谷
 
 
至

井
波
 
陵

]

武
田
 
時
昌

岩
井
 
茂
樹

淺
原
 
達
郎

岡
村
 
秀
典

川
西
走
廊
の
漢
藏
諸
語
の
記
逑
言
語
學
的
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田

イ
ン
ド

・
中
國
に
お
け
る
佛
敏
の
學
術
と
實
踐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

船
山

文
字
コ
ー
ド
理
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安
岡

イ
ス
ラ
ー
ム
東
漸
史
の
研
究
 
 
 
 
 
稻
葉

佛
教
研
究
知
識
ベ
ー
ス
i
禪
佛
敏
を
例
と
し
て

ウ

ィ

ッ
テ

ル

ン
、

中
國
共
産
黨
史
の
研
究

秦
漢
時
代
の
制
度
史

高
麗
官
僚
制
度
研
究

中
國
註
釋
學
史
研
究

中
國
近
世
の
國
家
支
配
の
研
究

巧
孝

穰 一 徹

 

ク

リ

ス

テ

イ

ア

ン

古 古 矢 宮 石
松 勝 木 宅 川

崇 隆  禎志 一 毅 潔 浩

 

文
字
定
義
情
報
に
基
づ
く
文
書
表
現
系
に
關
す
る
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

守
岡
 
知
彦

中
國
古
代
中
世
の
官
制
史
 
 
 
 
 
 
藤
井
 
律
之

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
文
化
政
策
と
出
版
活
動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
 
 
紀
子

明
代
後
期
北
慮
南
倭
時
代
の
中
國
瓧
會
 
山
暗
 
 
岳

中
國
家
具
と
そ
の
使
用
に
關
す
る
研
究
 
高
井
た
か
ね

中
國
唐
宋
の
文
學
批
評
 
 
 
 
 
 
 
永
田
 
知
之

中
國
中
世
の
考
古
學
研
究
 
 
 
 
 
 
向
井
 
佑
介

近
代
中
國
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
政
治
シ
ン
ボ

ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
寺
史
郎
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彙 報

事

業

概

況

第

四
囘

 
目
O
閤
網
O
漢
籍

 
Qり
国
言
【2
諺
閑

二
〇
〇

八
年
三
月
七

日

 
 

於

學
術
總
合

セ
ン
タ
ー

(千
代

田
區

一
ツ
橋
)

儒

.
佛

・
道

の
經
典
觀
-
唐
代

の
宗
敏
と
書
物

「玄
宗
と

三
敏
1

『孝
經
』

『道
徳
眞
經
』

『金
剛
般
若
經
』

註

の
撰

述
を

め
ぐ

っ
て
」
 

 

 
 

 

 
 
麥
谷
 
邦
夫

「大
乘
菩
薩
戒

の
道
ー

『梵
網

經
』

と
東

ア
ジ
ア
佛
敏
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

齋
藤
 
智
寛

「隋
唐
の
學
界
に
お
け
る
孔
安
國
」 
 
 

古
勝
 
隆

一

特
別
講
演
特
別
講
演

(人
文
研
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
〇
八
年
三
月
二
五
日

 
 
 
 
於
 
京
都
大
學
時
計
臺
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル

知

識
勞
働
と
プ

レ
カ

リ
ア
ー
ト
 

 
 

 

 
王
寺
 
賢
太

 

 
 
 
 
 
 

 
 
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
 
市
田
 
良
彦

文
化
講
座

(人
文
研

ア
カ
デ
ミ

ー
/

N
H
K
大
阪
文
化
セ

ン
タ
ー
)

二
〇
〇
八
年
四
月
、
五
月
、
七
月
、
八
月

 

 
 
 
 
 
 
 
於
 

N
H
K
大
阪
文
化

セ
ン
タ
ー

時
代
を
生
き
た
女
性
た
ち
i
中
国
編

(楊
貴
妃
か
ら
江
青

ま

で
)

四
月

一
七
日
 
楊
貴
妃
 
 
 
 
 
金
 
 
文
京

五
月

一
五
日

五
月

一
九

日

七
月

一
七

日

八
月

二

一
日

呂
太
后

武
則
天

西
太
后

毛
澤
東
の
妻
た
ち

石 岩 永 宮
川 井 田 宅

禎 茂 知
浩 樹 之 潔

ヨ
ー
ガ

の
理
論
と
實
踐

(人
文
研

ア
カ
デ
ミ

ー
)

二
〇
〇
八
年
四
月
、
五
月
、
六
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

於
 
本
館
大
會
議
室

四
月

一
五

日
、

二

二
日
、
五

月

=

二
日
、
二

〇

 
 
 

 
 
 
日
、
二
七
日
、
六
月
三
日

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

田
邊

 
明
生

共
同
研
究
セ
ミ
ナ
ー

(人
文
研
ア
カ
デ
ミ
ー
)

 
 
 
二
〇
〇
八
年
六
月
 
 
於
 
本
館
共
通
二
講
義
室

身
體

-
フ

ェ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
め
ぐ
る
技
術
-

強
壯
劑
、
人

鱧
模
型
、
サ
イ

バ
ー
ブ

ツ
ダ

六
月
五

日

六
月

一
二
日

六
月

二
〇
日

六
月
二
六
日

野
生
の
技
法
I
強
壯
す
る
男
性
身

體
 
 
 
 
 
 

田
中
 
雅

一

剥
製
の
技
術
ー
蝋
人
形
館
の
夢

東
京
大
學
大
學
院
人
文
杜
會
系
研

究
科
愽
士
課
程
 
 
妙
木
 
 
忍

複
製
技
術
の
人
間
化
1
さ
ま
ざ
ま

な
ド
ー
ル
の
愛
貌

廣
島
大
學
大
學
院
教
育
學
研
究
科

專
任
講
師
 
 
 
 
西
村
 
大
志

複
製
技
術
の
最
前
綫
ー
サ
イ
バ
ー

ブ
ッ
ダ
の
誕
生

紳
戸
大
學
大
學
院
國
際
文
化
學
研

究
科
敖
授
 
 
 
 
岡
田
 
浩
樹

夏
期

公
開
講

座

(人
文
研
ア
カ
デ
ミ

ー
)

二
〇
〇
八
年
七
月
五
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

於

本
館
共
通
一
講
義
室

古
典
再
讀
-
い
ま
讀
ん
だ
ら
こ
ん
な
に
面
白
い

(三
)

 
 
 
惡
名
高
き
正
史
ー
沈
約

『宋
香
』
と
魏
收

『魏

 
 
 
書
』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
 
律
之

カ

フ
カ
ス
の
と
り

こ
ー

ト
ル
ス
ト
イ
以
後

の
カ
フ

カ

ス
山
嶽
史

の
表
象

 
 

 

 
 

 
伊
藤
 
順

二

讀

ま
れ
な
か

っ
た
古

典
1

『大
唐
西
域
記
』
雜
考

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

高

田
 
時
雄

特
別
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

(人
文
研
ア
カ
デ
ミ

i
)

 

二
〇
〇
八
年
七
月

】
九
日

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

於
 
本
館
セ
ミ
ナ
ー
室

一

「
い
ま

く著
作

權

・
知
的
財

産
權
V
問
題

が
問

い
か

け
る

も

の
」

知
的
所
有
權
と

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
に

つ
い
て

 
 

 
 
 
 
 
オ

ル
レ
ア
ン
大
學
法
學
部
教
授

 
 

 
 
 
 
 
 
ミ
カ
イ

ル

.
ク
シ
フ
ァ
ラ
ス

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
消
費
と

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
志

向
1

な
に
が

コ
ン
テ
ン
ツ
か

?

哲
學
者

、
評
論
家
、
東
京

工
業
大
學
世
界
文
明

セ

ン
タ
ー
特
任
敏
授

 
 
 

 
 

 
 
東

 
 
浩
紀

「
お
互

い
さ
ま

」
の
自
由

ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
活
動

フ
リ
ー

ソ

フ
ト

ウ

ェ
ア
イ

ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
理
事

長
、
産
業

技
術
總

合
研
究
所
情
報
技
術
研
究
部
門

自

由

ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
部
門
研
究
グ

ル
ー
プ
長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
部
 
 
裕

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
 
慶
應
技
術
大
學
産
業
研
究
所

准
教
授
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石
岡
 
克
俊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
浦
 
康
介

ジ

ュ
ニ
ア

ア
カ
デ

ミ
ー

(人
文
研

ア
カ
デ

ミ
ー
/
京
都
大

學
綛
合
愽
物
館
/
京
都
大
學
好
奇
心
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
)

二
〇
〇
八
年
七
月
二
六
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 

於

京
都
大
學
總
合
愽
物
館

イ

メ
ー
ジ
を
讀
む
作
法
-

映
像
、
寫
眞
、
そ
し

て
マ
ン
ガ
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共
同
研
究
セ
ミ
ナ
―

ア
ジ

ア
の
佛
教
遺
跡
を
掘
る

文
化
講
座

ン
タ
ー
) ”事

實

ら
し

さ
”

は

い
か

に
作

ら

れ
る
か
ー
映

像

分
析

入
門
-

大
阪
大
學
文
學
部
准
敏
授
 

 
 
 
北
原
 
 
惠

マ
ン
ガ
を
ウ
ラ
か
ら
讀

ん
で
み
る
ー

マ
ン
ガ
分
析

入
門
-

京
都

國
際

マ
ン
ガ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
研
究
員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表
 
 
智
之

棚
田
が
美
し
い
と
い
う
こ
と
i
寫
眞
分
析
入
門
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
菊
地
 
 
曉

 
 
 
 
 

 

(人
文
研

ア
カ
デ
ミ

ー
)

二
〇
〇
八
年

一
〇
月
 

 
於
 
本
館
共
通

一
講
義

室

一
〇
月
 
九

日
 
中
國
佛
教
文
化

の
開
花
t
佛
塔

と

 
 
 
 

 
 

佛
像

の
東
傳
ー

 

 
向
井

 
佑
介

一
〇
月

=

ハ
日
 
ガ

ン
ダ

ー
ラ
の
寺
院
と
佛
像

立
命
館
大
學
文
學
部
講
師

 
 
 
 
 
下
垣
 
仁
志

一
〇
月

二
三
日
 

ア
ン

コ
ー
ル
遺

跡
群
と

佛
像

埋
納

 
 
 
 

 
 

遺
構京

都
府
立
大
學
文
學
部
准
教
授

 
 
 
 
 
 
 
菱
田
 
哲
郎

】
○
月
三
〇
日
 
佛
教
西
漸
の
足
跡
ー
ア
フ
ガ
ニ
ス

 
 
 
 
 
 

タ
ン
以
西
の
佛
教
遺
跡
i

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稻
葉

穰

 

 

(人
文
研

ア
カ
デ
ミ

ー
/

N
H
K
大
阪
文
化
セ

ニ
○
○
八
年

一
〇
月
、

一
】
月

、

=

一月
、
二
〇
〇

九
年

]
月

、
二
月

於

N
H
K
大

阪
文

化
セ

ン
タ
ー

時

代

を

生

き

た
女

性

た

ち
ー

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
編

(
マ
リ

ー

・

ア

ン
ト

ワ
ネ

ッ
ト

か

ら

レ

ニ

・
リ

ー

フ

ェ
ン
シ

ュ
タ

ー

ル

ま

で

)一
〇
月

一
六
日

 
マ
リ
ー

・
ア
ン
ト

ワ
ネ

ッ
ト
ー

フ

 

 
 
 
 
 

ラ
ン
ス
革
命

の
露
と
消
え
た
王
妃

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

王
寺
 
賢
太

一
一
月

二
〇
日

 
ヴ

ィ
ク
ト

リ
ア
女
王
i

女
王
が
君

 
 
 
 
 
 

主

で
あ
る

こ
と
 

 
小
關

 

 
隆

一
二
月

一
八

日
 

マ
リ
ー

.
キ

ュ
リ
ー
i
科
學

・
女

 
 
 
 
 

 

性

・
二
〇
世
紀
 

 
田
中
肪
理
子

二
〇

〇
九
年

一
月

一
五
日

ジ

ョ
セ
フ
ィ
ン

・
ベ
イ

 
 
 
 

 
 
 
カ
ー
ー
人
種
を
超
え

て

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

久
保

 
昭
愽

二
〇
〇
九
年

二
月

】
九

日
 
レ
ー
二

・
リ
ー
フ

ェ
ン

 
 
 
 

 
 
 
シ

ュ
タ
ー
ル
ー

ナ
チ
ス
を
先
導

し

 
 
 
 

 
 
 
た
映
畫
監
督

 
 

 
藤
原

 
辰
史

開
所
七
九
周
年
記
念
講
演
會

 
二
〇
〇
八
年

一
一
月
二
〇
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

於

本
館
大
會
議
室

病
原
菌
と
千
里
眼
ー
微
生
物
學
史
の
ひ
と
こ
ま
か

ら
―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中
祐
理
子

韓
國
の
世
界
遐
産

・宗
廟
の
歴
史
 
矢
木
 
 
毅

中
國
抗
戰
時
期

.木
刻
連
動
の
一
側
面

 
 
 
日
中
藝
術
研
究
會

・代
表
 
三
山
 
 
陵

レ
ク
チ
ャ
ー

・
コ
ン
サ
ー
ト

(人
文
研

ア
カ
デ
ミ

i
)

 
二
〇
〇
八
年

一

一
月

一
八
日

 
 
 
 
 

 
 
 
 
於
 
關

西
日
佛
會
館

稻
畑

ホ
!
ル

第

一
次
世
界
大
戰
の
あ
と
～
狂
亂
の
]
九
二
〇
年

代
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
田
曉
生

ピ
ア
ノ
演
奏
 
お
茶
の
水
女
子
大
學
大
學
院
人
閲

文
化
創
世
科
學
研
究
科
准
教
授
 
 
小
坂
 
圭
太

漢
字
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
講

習
會

・
二
〇
〇
八
年
度
漢

籍
擔

當
職
員
講
習
會

(初
級
〉

第

一
日
 
(
一
〇
月

亠ハ
日
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 

森
 
 
時
彦

漢
籍
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 

井
波
 
陵

」

カ
ー
ド
の
取
り
方
ー
漢
籍
整
理
の
實
踐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
梶
浦
 
 
晉

第
二
日

(
一
〇
月
七
日
)

 
 
 
工
具
書
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 永
田
 
知
之

 
 
 
漢
字
目
録
力
ー
ド
作
成
實
習

第
三
日

(
一
〇
月

八
日
)

 
 
 
目
録
檢
索
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
檢
索

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
安
岡
 
孝

一

漢
籍

デ
ー
タ
入
力
實

習

(
一
)

第
四
日

(
一
〇
月
九

日
)

 
 
 
和
刻
本

に

つ
い
て

慶
應
義
塾
大
學
附
屬
研
究
所
斬
道
文
庫
准
敏
授

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
橋
 
 
智

 
 
 
漢
籍

デ
ー
タ
入
力
實

習

(
二
)

第

五
日

(
一
〇
月

一
〇
日
)

朝
鮮
本
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 

矢
木
 
 
毅

實
習
解
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
焙
 
 
岳

情
報
交
換

・
質
疑
應
答
 
 
 
 
 
井
波
 
陵

一

.
二
〇
〇

八
年
度
漢
籍
擔
當

職
員
講
習
會

(中
級
)

第

]
日

(
一
一
月

一
〇
日
)

オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
 

 

 

 

森

 

 
時
彦

經
部

に

つ
い
て
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文
學
研
究
科
准
教
授

叢

書
部
に

つ
い
て

叢

書
と
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

第

二
日

(
=

月

=

日
)

 

 
 
史

部
に

つ
い
て

 

 
 
漢

籍
デ
ー
タ
入
力
實
習

(
一
)

第

三
日

(
一

一
月

一
二
日
)

 

 
 
子
部
に

つ
い
て

 

 
 
漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
習

(
二
)

第

四
日

(
一
一
月

=

二
日
)

 
 

 
集

部
に

つ
い
て

 
 

 
人
聞

・
環
境
學
研
究
科
准
敏
授

 
 

 
漢

籍
デ
ー
タ
入
力
實
習

(三
)

第

五
日

(
一

一
月

一
四
日
)

 

 
 
實

習
解
論

 

 
 
現
代

中
國
書
に

つ
い
て

宇
佐
美
文
理

高
井
た
か
ね

安
岡
 
孝

一

藤
井

律
之

武
田
 
時
昌

道
坂
 
明
廣

山
峙
 
 
岳

柿
戸
大
學
大
學
院
人
文
研
究
科
准
教
授

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
濱
田
 
麻
矢

情
報
交
換

・
質
疑
應
答
 
 
 
 
 
井
波
 
陵

一

所

員

動

静

。
中
西
裕
樹

(東
方
學
研
究
部
)
助
教
は
、
辭
任

(
二
〇

〇
八
年
三
月

三

一
日
付
)

の
上
、
同
志
就
大
學
言
語
文

化
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
助
教
就
任
。

・
齋
藤
智
寛

(東
方
學
研
究
部
)
助
教
は
、
辭
任

(
二
〇

〇
八
年

三
月

三

一
日
付
)

の
上
、
東
北
大
學
大
學
院
文

學
研
究
科
准
敏
授
就
任
。

。
谷
川
穰

(人
文
學
研
究
部
)
助
教
は
、
文
學
研
究
科
准

教
授
就
任

(
四
月

一
日
付
)
。

。
小
野
寺
史
郎
氏
を
助
敏

(附
屬
現
代
中
國
研
究
セ

ン
タ

ー
)

に
採
用

(
四
月

一
日
付
)
。

・
高
井

た
か
ね

(附
屬
漢
字
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
)
助
教

を
東
方
學
研
究
部

に
配
置
換

(四
月

}
日
付
〉
。

。
袁
廣
泉
 
大
學
共

同
利
用
機
關
法

人
人
聞
文

化
研
究
機

構
地
域
研
究
推
進

セ
ン
タ
ー
研
究
員
は
、
客
員
准
教
授

(附
屬

現
代
中
國

研
究

セ
ン
タ
ー
、

四
月

一
日
～

二
〇

〇
九
年

三
月

三

一
日
)
。

。
〈
H↓
〉
咽
ω
牙
δ

イ

タ
リ

ア
國

立
東
方

學
研

究
所
所

長

は
、
客
員
教
授

(文
化
研
究
創
成
研
究
部
門
、
四
月

一

日
～

二
〇
〇
九
年
三
月
三

一
日
)
。

。
一
》
O
O
d
国
β

しd
①
目
O
諄
ζ
奠
8
=
≦
国
信
ユ
O
Φ
フ
ラ

ン

ス

國
立
極
東
學
院
京
都
支
部
長
は
、
客
員
准
教
授

(文
化

研
究
創
成
研
究
部
門
、
八
月

一
日
～

二
〇
〇
九
年

三
月

三

一
日
)
。

・
小
林
善
文
騨
戸
女
子
大
學
文

學
部
教

授
は
、
特
任
敏

授

(
一
〇
月

一
日
～

二
〇
〇
九
年

三
月
三

一
日
)
。

。
黒
岩
康
愽
氏
を
助
教

(人
文

學
研
究

部
)
に
採

用

⊃

○
月

一
六
日
付
)
。

・
田
中
雅

一
教
授

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

に
よ
り
、

二
〇
〇
八
年

一
月
九
日

大
阪
發

、

マ
ド

ラ
ス
大
學
、

シ
ャ
ク

テ
ィ
寺
院
、

エ
グ

モ
ア
地
區

に
於

い
て
文
化
接
觸

に
つ
い
て
の
資
料
收
集

及
び
調
査
を
行

い
、
S

N
D

T
大
學

に
於

い
て
イ

ス
ラ

ー
ム
女
性

に

つ
い
て
の
資
料
收
集
を
行

い
、

一
月

二
八

日
歸
國
。

・
田
中
淡
敏
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、

]
月

一
五
日
成

田
發
、
臺
灣
大
學

に
於

い
て
中
國
建
築
史

・
美
術
史
研

究

の
情
報

交
換
等

、
故
宮

博
物

館

に
於

い
て
中

國
建

築

・
生
活
空
聞

・
美
術

に
關
す

る
研
究
史
料
蒐
集
、
美

濃
鎭
聚
落

・
古
建
築
群

に
於

い
て
中
國
農
村
聚
落

・
民

居

の
調
査
と
生
活
習
俗

に
關
す

る
資
料
蒐
集
を
行

い
、

 
「
月

二

…
歸
國
。

・
小
池
郁
子
助
敏

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
受
託
研
究
費

に
よ
り
、

一
月

一
八
日
大
阪
發
、
ダ

ー
ラ
ビ
地
區

に
於

い
て
都
市

開
發
と

環
境

問
題

に

つ
い
て

の
調
査

を
行

い
、

マ
プ
サ
地
區

に
於

い
て
多
文
化
共
生
と
環
境
問
題

に

つ
い

て

の
調

査

を

行

い
、

一
月

二
七

日
歸

國

。

。
ウ

ィ

ッ

テ

ル

ン
、

ク

リ

ス

テ

ィ

ア

ン
准

敏

授

(附

屬

漢

字

情

報

研

究

セ

ン
タ

ー

)

は

、

二
月

一
四

日

大

阪

發

、

中

華

佛

學

研

究

所

に

於

い

て

国
切
日
H
聾

興

霸

穹

住

O
切
国
日
〉

讐

一
〇

磯
Φ
穹

ω
一
一
〇
一葺

H口
帯

目

碧
一8

彙。
一

〇
〇
口
け
冨

⇒
8

0
昌

∪
匝

け巴

bd
β
注

三
ωけ
○っ
ε

巳
Φω

に

出

席

、

二
月

二

〇

日

歸

國

。

.饕

懲

懃

鬱

贈

飯
繍
脾蜻

Qり
9。鑓

ω
<
口
菖

ゆ
冨

く
曽蠧

目
ず
『
p
身

に

於

い

て

ヴ

ェ
ー

ダ
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寫
本

の
調
査

を
行

い
、
二
月

二
五
日
歸
國
。

・
岡

田
曉
生
准
敏
授

(
人
文
學

研
究

部
)
は
、
文
部
科
學

省

科
學

研
究
費

補

助
金

に
よ

り
、

二
月

二
〇
日
大

阪

發

、
バ
イ

エ
ル
ン
國
立
圖
書
館

に
於

い
て

一
九
世
紀
音

樂
雜
誌

の
調
査
を
行

い
、
二
月
二
七
日
歸
國
。

。
籠
谷

直
人
教

授

(人
文
學

研
究
部

)
は
、
受
託
研
究
費

に
よ
り
、
三
月
二
日
大
阪

發
、
香

港
中
文
大
學

に
於

い

 
て

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

.両
日
O
騨
Φ
ω嘲
乞
Φ
け≦
o
爵
ρ

p
⇔
α

O
一〇
σ
巴

Ω
o
<
Φ
旨
穹

8

一
∪
巨

o
oq
ロ
①
ω
訌
9

一
昌

穹

Φ薯
Φ

ω
臼

9
輿
ω
、
參
加

及
び
研

究
資
料

調
査

を
行

い
、
三
月

六
日
歸
國
。

。
竹
澤
泰
子
教
授

(人
文
學

研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

(
一
部
先
方

負
擔
)

に
よ
り
、

三

月

一
日
大

阪
發
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
、

ス
タ

ン
フ

オ
ー
ド
大
學
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學

ロ
サ

ン
ジ

ェ
ル

ス
校
、
ポ

モ
ナ
大

學
に
於

い
て
表
象
理
論

に
關
す

る
研

究
打
合
せ
等

を
行

い
、
三
月

=
二
日
歸
國
。

。
田
中
雅

一
敏

授

(人
文
學

研
究
部
)
は
、

二
月

二
三

日

大
阪
發
、

コ
ロ
ン
ボ
大
學
に
於

い
て
宗
敏

マ
イ

ノ
リ
テ

ィ
の
研
究
を
行

い
、
三
月

一
三
日
歸
國
。

。
立
木

康
介
准
敏
授

(人
文

學
研
究
部
)
は
、
三
月
六

日

大

阪
發
、
国
8
δ

乞
o
讐

巴
①
Qり
唇

9

①
霞
Φ
に

於

い
て

「
精
祕
分
析
蓮

動

の
歴
史

的
展
開
と

今
日
的

意
義
を
啓

蒙

思
想

の
座

標
軸

上

で
捉
え

直
す
試

み
」

の
た
め

の
資

料
收
集
を
行

い
、
三
月

一
四
日
歸
國
。

。
水

野
直
樹
教

授

(人
文
學
研
究
部
)

は
、
文
部
科
學
省

科
學

研
究
費

補
助
金
に
よ
り
、
三
月

一
]
日
大
阪
發

、

チ

ェ
ジ

ュ
大
學
校

、
チ

ェ
ジ

ュ
市
近
郊
、

ソ
ウ
ル
市
内

に
於

い
て
植
民

地
期

戸
籍

(除
籍

簿
)

の
調
査

を
行

い
、
三
月

一
五
日
歸
國
。

。
池
田
巧
准
敏

授

(東

方
學
研
究
部
)
は
、
共
同
研
究
費

に
よ
り
、
三
月

一
六
日
大
阪

發
、
中
央
研
究

院
歴
史

語

言
研

究
所
に
於

い
て
現
代
中
國

の
言
語
秕
會

に
關
す
る

資
料

收
集
及
び
研
究
打
合
せ
を
行

い
、
三
月

一
九
日
歸

國
。

。
曾
布

川
寛
教

授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
三
月

一
六
日

大
阪
發
、
國
家
文
物
局
、
西
藏
自
治
區
愽
物
館
、
ポ
タ

ラ
宮
、
薩
加
寺
、
夏
魯
寺
に
於

い
て
チ

ベ
ッ
ト
佛
教
美

術
に
關
す
る
現
地
調
査
、
資

料
蒐
集
を
行

い
、
三
月

二

二
日
歸
國
。

。
田
邊
明
生
准
教
授

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
三
月

一
九

日
大
阪
發
、

テ
ィ
ン
プ

ー
に
於

い
て
ブ

ー
タ

ン
に
お
け

る
民
主
化

・
環
境
政
策

・
世
代
聞
封
立

に
つ
い
て
、

フ

ィ
ー

ル
ド
調
査
及
び
情
報
收
集
を
行

い
、
三
月

二
九

日

歸
國
。

。
高
木
愽
志
准
敏
授

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
大
學
蓮
營

費
に
よ
り
、
四
月
三
目
―大
阪
發
、

ハ
イ

ア
ッ
ト

・
レ
ー

ジ

ェ
ン
シ
ー
ホ

テ
ル
に
於

い
て
ア
ジ

ア
學
會

に
出
席
及

び
報
告
を
行

い
、
四
月

八
日
歸
國
。

。
李
昇
樺
助
敏

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省
科

學
研
究
費
補
助
金
及
び
京
都
大
學
敏
育
研
究
振
興
財
国

助
成
金

に
よ
り
、
四
月

三
日
常
滑
發
、

ハ
イ

ア
ッ
ト

・

レ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
ホ

テ
ル
に
於

い
て
米
國

ア
ジ

ア
學
會

年
次

大
會

に
出
席

及
び

報
告
、
d
O

じd
①
蒔
①
δ
望
に
於

 
い
て
東

ア
ジ

ア
圖
書
室
所
藏

の
近
代
日
本

・
朝
鮮
關
係

の
文
獻
調
査
及
び
閲
覽
を
行

い
、
四
月

=

日
歸
國
。

。
船
山
徹
准
敏
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

に
よ
り
、
四
月

二
二
日
大
阪
發
、

中

山
大
學

、
韶
關
市
周
邊

、
香

港
大
學
に
於

い
て
佛
教

關
係
研
究
打
合

せ
及
び
佛
教

關
係
遺
跡
調
査
を
行

い
、

四
月

三
〇
日
歸
國

。

。
古
勝

隆

一
准
敏
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學

省

科
學

研
究

費
補

助
金

に

よ
り
、

四
月

二
二
日
大

阪

發

、
中

山
大
學

、
韶
關
市

周
邊

、
香
港
大
學
に
於

い
て

佛
敏
關
係

研
究

打
合
せ
及
び
佛
敏

關
係
遺
跡
調
査
を
行

い
、

四

月

三

〇

日

蹄

國

。

・
高

田
時

雄

敏

授

(東

方

學

研

究

部

)

は

、

四

月

二
〇

日

大

阪

發

、

H房

璋

耳

㊦
o
h
9

δ
口
巨

Q。
什暈
虫
Φ
ψ

しり
ひ

勺
Φ
―

け⑦
同
ω
σ
弩

oQ

切
同
譽

o
戸

菊
`
ω
ω
屮p
ロ

♪
o
巴

Φ
旨
団

o
h

G∩
o一―

穹

8

曾

Q。
け

勺
簿
興
ω
ぴ
貫

σq

Qり
汁四
δ

d
巳
く
奠
ω
詳
団

に

於

い
て
西
域
及
び
シ

ル
ク

ロ
ー
ド

の
肚
會
と
文
化

に
關
す

る
連
續
講
義

を
行

い
、
五
月

二
日
歸
國
。

。
加

藤
和
人
准
敏
授

(人
文
學
研
究
部
)

は
、
文
部
科
學

省
科
學

研
究
費

補
助
金

(
」
部
先
方
負
擔
)

に
よ
り
、

四
月

二
八
日
大

阪
發
、
↓
げ
①
芝
Φ
ω叶冒

団
o
器
=
ロ
0
寧

oq
p
亳

に

於

い

て

H耳
興
コ
pけδ
ロ
肱

O
国
ω
ピ
Qっ
ω
く
日
0
9

ω
ご
日

二

〇

〇
八

に
參

加

及

び

口
頭

發

表
、
国
Φ
轟
軍

の
穹

8

閏
9
皿

Ω
Φ
<
Φ
莚
昌
α

に

於

い

て

弓
冨
ゆ
匹
p
鉱
ロ
oq

両
い
Gっ
H
に
參
加

及
び

口
頭

發
表
を
行

い
、
五
月

六
日
歸

國
。

。
冨
谷
至
敏
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省
科

學

研
究
費

補
助
金

に
よ
り
、
五
月

一
八

日
大
阪
發

、
ラ

イ

デ
ン
大
學

に
於

い
て

シ
ン
ポ

ジ

ウ
ム

(禮
儀

と
正

義

)

の
打
合
せ
を
行

い
、

五
月

二
二
日
歸
國
。

。
大

浦
康

介
教
授

(人
文
學
研
究
部
)

は
、
三
月

二
日
大

阪
發
、
パ
リ
第
七
大
學

に
於

い
て
講
演

及
び
共

同
研
究

參

加
を
行

い
、
五
月
三

一
日
歸
國

。
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報冥

・
加
藤
和
人
准
敏
授

(人
文
學
研
究

部
)

は
、
受
託
研
究

費

に
よ

り
、
六

月

一
〇

日
大

阪

發
、
勺
o
目

。。泣
く
穹
ぼ

O
o
コ
<
Φ
づ
口
o
ロ
O
Φ
耳
興

に
於

い
て
①
臼

Hω
ω
O
図

に
出
席

し
、
ポ

ス
タ
ー
發
表
を
行

い
、
六
月

一
六
日
歸
國

。

。
麥

谷
邦
夫
教
授

(東
方
學

研
究

部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助

金
に
よ
り
、
六
月

一
九
日
大

阪
發
、

四
川
省

肚
會
科
學

院
に
於

い
て

「
道
藏
輯

要
」

の
テ
キ

ス
ト

、

マ
ー

ク

ア

ッ
プ

に

關

す

る

中

國

側

研
究

協

力

者

と

の
研
究

打
合

せ

行

い
、

六

月

二

四

日

歸

國

。

。
加

藤

和

人

准
教

授

(人

文

學

研

究

部

)

は

、
受

託

研
究

費

(
一
部

先

方

負

擔

)

に

よ

り

、

六

月

二

二

日

大

阪

發

、 

国
⊆
ヨ

き

凋
興

δ三
ω
9
江
8

目

α

国
日
び
亳

o
δ
ゆq
《

〉
口
匪

o
馨

団
に

於

い

て

i

P

S

細

胞

研

究

の
倫

理

的

課

題

に
關

す

る

資

料

收

集

及

び

意

見

交

換

を

行

い
、

Q。
叶―

〉
呂

①
.ω
O
o
ニ
①
αq
Φ

に

於

い

て

O
o
く
興
巳
口
ゆq

O
Φ
口
Φ
什ド

∪
讐
菩

曽
。。
①
ω
勺
8
」
①簿

ぎ

け

O
o
巳
①
『
①
昌
8

冒

器

N
OO
cρ

に
參
加

、
口
頭
發
表
及
び

i
P
S
細
胞
研
究

の
倫
理
的

課
題

に
關
す

る
資

料
收

集

を
行

い
、
六
月

二
八

日
歸

國

。

・
森

時
彦

教
授

(東
方

學
研

究
部

)
は
、
共

同
研
究

費

(
一
部
先
方

負
擔
)

に
よ
り
、
七

月

一
日
大

阪
發
、
北

京

大
學

に
於

い
て
學
術

講
演

及
び

研
究
打

合
せ

を
行

 
い
、
七
月
六
日
歸
國
。

。
ウ
ィ

ッ
テ
ル
ン
、
ク
リ

ス
テ
ィ
ア
ン
准
教
授

(附
屬
漢

字
情
報
研
究
セ

ン
タ
i
)
は
、
七
月

二
日
大
阪
發

ハ
イ

デ

ル
ベ

ル
グ
科
學

院

に
於

い
て
シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム

bd
巳
―

α
密
ω什
国
ロ
貫
蠢
9

団
ヨ

○
ぽ
ロ
p
に
出
席
及
び
研
究
報
告

を
行

い
、
七
月

八
日
歸

國
。

・
田
中
淡
敏

授

(東
方
學

研
究
部

)
は
、
五
月

】
六
日
大

阪
發
、

ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
グ
大
學
藝
術
史
研
究
所
に
於

い

て
中
國
建
築
史
に
關
す
る
セ

ミ
ナ
ー

に
參
加
、
講
義

を

行

い
、
六
月

一
六
日
用
務
終
了
、
七
月

一
〇
日
歸
國
。

。
船
山
徹
准
教
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
六
月

一
八
日

大
阪
發
、

ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
學
術

ア
カ
デ

ミ
ー
に
於

い

て
共
同
研
究

「
中
國
佛
敏
石
經
」
參
加
お
よ
び
研
究
集

會

で
の
發
表
を
行

い
、
七
月

一
五
日
蹄
國
。

。
竹
澤
泰
子
教
搜

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

に
よ
り
、
七
月

】
七
日
成
田
發
、

ハ
ー

バ

ー
ド

大

學

に

お

い

て
人

種

に
關

す

る
共

同

研

究

打

合

せ
、

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク
大

學

及

び

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア

大

學

に
於

い
て
國

際

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
打

合

せ

を

行

い
、

七

月

二

三

日
歸

國

。

・
高

田
時

雄

教

授

(東

方

學

研

究

部

)

は
、

七

月

一
五

日

大

阪

發

、

冒
ω
葺

三
①

o
臨
9

δ
耳
巴

Qり
什⊆
島
Φ
ρ

Q。
け

勺
Φ
―

8
磊

σ
霞

αq

ゆ
蕁

昌
o
戸

即
磊

。。
一p
昌

>
8

号

B
団

o
h
Qo
o
㍗

Φ
昌
8

腔

ω
け

勺
卑
霞

ωσ
霞

ひq
誓

口
8

d
三
く
①
邑

蔓

に

於

い
て

「
一
九

世
紀
末

～
二
〇
世
紀
初

に
お
け

る
ロ
シ
ア

の
中
央

ア
ジ
ア
探
檢

」
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
關
す

る

助

言
を
行

い
、
七
月

二
五
日
歸
國
。

。
石
川
禎
浩
准
教
授

(
附
屬

現
代
中
國
研
究

セ
ン
タ
ー
)

は
、
爰
託

研
究
費

に
よ
り

、
七
月

】
七
日
大
阪
發
、
洛

陽
師
範
學
院

に
於

い
て
中
國
近
現
代
史
研
究
打
合

せ
及

び
第

三
囘

中
國
近
代
史
思
想
史
國
際
學
術

シ
ン
ポ

ジ
ウ

ム
出
席

、
河
南
大
學

圖
書
館

に
於

い
て
中
國
瓧
會
圭
義

運
動

に
關
す

る
資
料

調
査

、
河
東
博
物
館

に
於

い
て
中

國
近

現
代
史
資
料

調
査
を
行

い
、
七

月
二
六
日
歸
國

。

。
山
暗
岳
助
教

(附
屬
漢
字
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
)

は
、

七
月

二
三
日
大
阪
發

、
杭
州
市
内

に
於

い
て
杭
州
市
内

史
跡
調
査
、
杭
州
工
商
大
學
に
於

い
て
國
際
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
參
加
、
研
究
發
表
、
船
山
愽
物
館
等
に
於

い
て

定
海
區
史
跡
調
査
、
馬
墓
港
等

に
於

い
て
帶
海
港
調
査

を
行

い
、

八
月

一
日
歸
國
。

・
金
文
京
教
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
七
月

二
七

日
大

阪

發
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

に
於

い
て

「
東

亞
文
化
意
象
之
形
塑
」
講
演
及
び
座
談
會

に
參
加

し
、

八
月
二
日
歸
國

。

。
船

山
徹
准
敏
授

(東
方
學

研
究
部

)
は
、
文
部
科
學
省

科
學

研
究
費
補
助
金

(
一
部
先
方
負
擔
)

に
よ
り

、
七

月
二
八
日
大
阪

發
、
白
馬
寺

に
於

い
て
佛
敏
史
夏
期
集

中
講
義

お

よ
び
資

料
收
集

を
行

い
、
八
月

一
六
日
歸

國
。

。
田
邊
明
生
准
教

授

(人
文
學
研
究

部
)

は
、
文
部
科
學

省
科
學

研
究
費

補
助
金

に
よ
り
、
八
月

一
日
大

阪
發
、

ブ
バ
ネ

ー
シ

ュ
ワ
ル
お
よ
び
プ
リ
ー
近
郊
に
於

い
て
民

主
化
に
と
も
な
う

杜
會
變

容
に

つ
い
て

の
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
を
行

い
、
八
月

一
九
日
歸
國
。

・
池
田
巧
准
教
授

(東
方

學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

(
一
部
先
方
負
擔
)
に
よ
り
、
七

月
三
〇
日
大
阪
發
、
中
央
民
族
大
學
に
於

い
て
西
南
中

國

の
言
語
に
か
ん
す
る
文
獻
調
査
し
、
西
南
民
族
大
學

に
於

い
て
ム

ニ
ャ
語
と
リ

ュ
ズ

語

の
調
査
を
行

い
、
八

月
二
〇
日
歸
國
。

。
曾
布
川
寛
敏
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
八
月

一
七
日

大
阪
發
、
青
海
省
文
物
考
古
研
究
所
、
塔
尓
寺

、
薩
迦

鈩
縟
馨
熱
麩
歓
獅
畷
畷誰
黔

跚

國

。
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。
小
野
寺
史
郎
助
敏

(附
屬
現
代
中
國
研
究

セ
ン
タ
i
)

は
、
共
同
研
究
費
に
よ
り
、
八
月

二
三
日
大
阪
發
、

上

海
圖
書
館
等

に
於

い
て
近
代
中
國

に
關
す

る
資
料
收
集

を
行

い
、
九
月
二
日
歸
國
。

。
ウ
ィ

ッ
テ
ル
ン
、

ク
リ
ス
テ
イ
ア
ン
准
教
授

(附
屬
漢

字
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
)
は
、
文
部
科
學
省
科
學

研
究

費
補
助
金

(
一
部
先
方
負
擔
)

に
よ
り
、
七

月

一
五
口

大
阪

發
、

カ
ー
ル
ス
ル
ー
大
學

に
於

い
て
佛
教
年
表

に

つ

い
て
研

究

打

合

せ

、

オ

ス

ロ
大

學

に
於

い

て
禪

學

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

に
參

加

、

ラ

イ

デ

ン
大

學

に

於

い

て

U
Φ鯊
穹

の
《
日
8

のξ
日

、、空
ε

⇔
尸
〉
さ

〉
昌
畠

冒

巴

o
①
..

に
出
席
し
、
九
月
五
日
歸

國
。

。
冨
谷
至
教

授

(東
方
學

研
究

部
)
は
、
京
都
大
學
教
育

研
究
振

興
財

国
助

成
金

に
よ

り
、
八

月
三

〇
日
大

阪

發
、
國
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
東
ア
ジ

ア
に
お
け

る
禮
と

正
義

」
打

合
せ
及
び
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
を
行

い
、
九

月
五
日
歸
國

。

・
矢
木
毅
准
敏

授

(東
方
學

研
究
部
)
は
、
京
都
大
學
敏

育
振
興
財
團
助
成
金

に
よ
り
、
八
月

三
〇

日
大
阪
發

、

國
際

シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム

「東

ア
ジ

ア
に
お
け

る
禮

と

正

義

」
打
合
せ
及
び
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
を
行

い
、
九

月

五
日
歸
国
。

。
石
川
祺
浩
准
敏
授

(附
屬
現
代
中
國
研
究

セ
ン
タ
i
)

は
、
九
月
三
日
大
阪
發
、
國
立
愽
物
館
、

チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン
大
學

に
於

い
て
タ
イ
移
民
史

に
關
す

る
調
査

、
デ

ィ
ウ
愽
物
館

に
於

い
て
ポ

ル
ト
ガ

ル
統
治

に
關
す
る
調

査
、

マ
ニ

・
バ
ワ
ン
に
於

い
て
イ

ン
ド
獨

立
連
動

史
に

關
す

る
調
査
を
行

い
、
九
月

=

一
日
歸
國

。

・
王
寺
賢
太
准
敏
授

(人
文
學
研
究
部
)

は
、
大
學

蓮
營

費

(
一
部
先

方
負

擔
)

に
よ
り

、
七
月

三

一
日
大
阪

發
、

ラ
イ

デ

ン
大

學

に
於

い
て

Q。
o
呂
σq
興

ぎ
ω葺

ロ
8

ω
o
曁

ひq
興

悶
巴
o
≦

と

し

て
調
査

研
究
行

い
、

パ
リ
國

立
圖
書
館
及
び
國
立
古
文
書
館

に
於

い
て
資
料
調
査
を

行

い
、
九
月

一
六
日
歸

國
。

・
立
木
康
介
准
教

授

(人
文
學
研
究
部

)
は
、
文

部
科
學

省
科
學

研
究
費
補
助
金

に
よ
り

、
九

月

一
日
大

阪
發

、

け
o
o
δ

乞
o同
日
巴
①
の
ロ
O
騨
冨
ロ
冨

に
於

い

て
資

料

・
文

獻
收
集

を
行

い
、
九
月

一
六
日
歸
國
。

。
小
野
寺

史
郎

助
教

(附
屬
現
代
中
國
研
究
セ

ン
タ
i
)

は
、
九

月

一
二
日
大

阪
發
、
上
海
市

圖
書
館

等
に
於

い

て
資
料
收
集
を
行

い
、
復
旦
大
學
に
於

い
て
復
旦
大
學

リ
ベ

ラ
リ
ズ

ム
、

・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

に
參

加
し
、
九

月

一
七
日
歸
國
。

。
田
邊
明
生
准
教
授

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
九
月

=
二

日
大
阪
發
、

ア
ジ

ス
ア
ベ
バ
市
内
等

に
於

い
て

エ
チ
オ

ピ

ア
の
在
來
知

に
關
す

る

ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
、
団
o
鑓
二

〇
巳
け霞
巴

O
o
葺
奠

缶
些

に
於

い
て
國

際

ワ
ー
ク
シ

ョ

 
ッ
プ

に
討
論
者
と
し

て
出
席
し
、
九
月

二
二
日
歸
國
。

・
池
田
巧
准
敏
授

(東
方
學
研
究
部
)

は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

に
よ
り
、
九
月

一
四
日
大
阪
發
、

大
英
愽
物
館

に
於

い
て
チ
ベ

ッ
ト
文
獻
資
料
收
集
、

ロ

ン
ド

ン
大
學

に
於

い
て
第

四

一
囘
國
際
鑑
藏

言
語
學
會

に
參
加

し
、
九
月

二
三
日
歸
國

。

。
山
室
信

】
敏
授

(人
文
學
研
究
部
)

は
、
九
月

二
二
日

常

滑
發
、
南

開
大

學

に
於

い

て
講
義

及

び
講

演
を

行

い
、
九
月

二
八
日
歸

國
。

。
岡

田
曉
生
准
敏
授

(
人
文
學
研
究
部
)

は
、
文

部
科
學

省
科

學

研
究
費

補

助
金

に
よ
り

、
九

月

二
六

日
大

阪

發
、

ラ
イ
プ
チ

ッ
ヒ
音
樂
大
學

に
於

い
て
、
ド
イ

ツ
音

樂
學
會
國
際
大
會
出
席
及
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
發
表
を
行

い
、

一
〇
月
三
日
聾
國
。

。
高
田
時
雄
教
授

(東
方
學
研
究

部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

(
一
部
先
方
負
擔

)
に
よ
り
、

一

〇

月

一
日
大

阪
發
、
O
o
臣

ぴ夐
Φ
号

国
蕁
口
8

に
於

い
て

「
ポ

ー

ル

・
ペ
リ
オ

冖
歴
史

か
ら
傳
読

へ
」
國
際

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
出

席
、
国
げ
ぎ
9
8
ロ
①
三
答

o
コ
巴
o
に
於

い

て
敦
煌
寫
本

の
調
査
を
行

い
、

一
〇
月
七
日
歸
国
。

。
金
文
京
教
授

(東
方
學

研
究
部
)
は
、

】
○
月

一
五
艮

大
阪
發

、

ソ
ウ
ル
大
學

に
於

い
て
第

一
囘
奎
章
閣
韓
國

學

國
際

シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
出
席
及
び
論
文
發
表
を
行

い
、

 
一
〇
月

】
九
日
歸
國
。

。
高

田
時
雄

教
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研

究
費
補
助
金

(
一
部
先
方
負
擔
)

に
よ
り
、

一

○
月
二
三
日
大
阪
發
、
南
華
大
學

、
佛
光

山
に
於

い
て

佛
教
文
獻
與
文
學
國
際
學
術
檢
討
會

に
出
席

、
臺
灣
國

家

圖
書

館

に
於

い
て
表
音
文
學
書
寫
中
國

語
文
獻

の
調

査
を
行

い
、

一
〇
月

二
八
日
歸
國

。

・
田
中
雅

一
教
授

(人
文
學
研
究
部

)
は
、

一
〇
月
二

一

日

大

阪

發

、

エ

ジ

ン

バ

ラ
大

學

、

ス
タ

ー

リ

ン

グ
大

學

、

ア

バ

デ

ィ

ー

ン
大

學

、

グ

ラ

ス

ゴ

ー

大

學

、

ラ

ン

カ
ス
タ

ー
大
學

、
バ
!
ス

・
ス
パ
大
學

ロ
ン
ド

ン
大
學

に
於

い
て
英
國

に
お
け

る
宗
教
教

育

の
調
査
を
行

い
、

グ

ラ
ン
ス
ト

ン
ベ
リ
ー
市

内
に
於

い
て
多

文
化
と
宗
教

實

に

つ
い
て
の
調
査
を
行

い
、

一
一
月

】
日
歸
國
。

・
山
室
信

一
敏
授

(人
文
學

研
究
部
)
は
、

一
〇
月

二
九

日
大
阪
發
、
中
央
研
究
院
臺
灣
史
研
究
所
に
於
い
て
國

際
學
術
檢
討
會
出
席
及
び
史
料
調
査
、
臺
灣
大
學
人
文

336
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瓧
會
高
等
研
究
院

に
於

い
て
講
演

を
行

い
、

一
一
月

二

日
歸
國
。

・
立
木
康
介
准
敏
授

(人
文
學
研
究
部
)

は
、
文
部
科
學

省
科
學

研
究
費
補

助
金

に
よ
り
、

一
〇
月

二
三
日
成

田

發

、
ワ
シ

ン
ト

ン
D
C
市
内
及
び
議
會
圖
書
館

に
於

い

て

「精
肺

分
析

連
動

の
歴
史
的
展
開
と
今

日
的
意
義
を

啓
蒙
思
想

の
座
標

軸
上
で
捉
え
直

す
試

み
」
の
た
め
の

資
料
收
集

を
行

い
、

一

一
月
二
日
歸
國

。

・
水

野
直
樹
教

授

(人
文

學
研
究

部
)
は
、

一
〇
月
二
九

日
大

阪
發
、

中
央

研
究
院

・
臺
灣
史

研
究

所

に
於

い

て
、
「
日
本
帝

國
植
民
地

之
比
較
研

究
」
國
際
學
術
檢

討
會

に
參

加
、
報
告
及
び
臺
灣
植
民
地
支
配
關
係
資
料

調
査
を
行

い
、

=

月
三
日
歸
國
。

・
李

昇
樺

助
敏

(人
文
學
研
究
部
)
は
、

一
〇
月
二
九
日

大

阪
發
、
中
央
研
究
院

.
臺
灣
史
研
究
所

に
於

い
て
、

「
日
本
帚
國

植
民
地

之
比
較
研
究

」
國
際
學
術
檢

討
會

に
參
加

、
發
表
及
び
臺
灣
植
民
地
支
配
關
係
史
料
調
査

を
行

い
、

=

月
三
日
歸
國
。

・
坂

本
優

一
郎
助
敏

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學

省

科
學

研
究
費
補
助
金

に
よ
り
、

一
〇
月

=
二
日
大
阪

發
、
英
國
圖
書
館
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

に

於

い
て

一
八
世
紀
イ
ギ

リ
ス
の
證
劵
投
資
關
係
史
料

の

調
査
を
行

い
、

一
一
月
七

日
歸
國
。

。
高
田
時
雄
教
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、

一
一
月
三

日

大
阪
發
、
首
都
師
範
大
學

に
於

い
て
講
學
を
行

い
、

↓

 

一
月
九
日
歸
國
。

・
池
田
巧
准
敏
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

(
↓
部
先
方
負
擔
)

に
よ
り
、

一

一
月
三
日
成
田
發
、
中
國
肚
會

科
學
院
に
於

い
て
民
族

歴
史
文
獻
國
際
檢
討
會
及
び
研
究
會

議
出
席
、
宇
夏

杜

會
科
學
院
に
於

い
て
第
三
囘
國
際
西
夏
學
會

議
及
び
研

究
會
議
に
出
席
、

=

月

一
一
日
歸
國
。

。
小
池
郁
子
助
教

(人
文
學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

に
よ
り
、

一
一
月
九
日
大
阪
發
、

カ

ル
デ
シ
ズ

モ
国
體

に
於

い
て
心
靈
術
蓮
動
資
料

の
文

獻
收
集
及
び
調
査
を
行

い
、

一
一
月

一
八
日
歸
国
。

。
加
藤
和
人
准
敏
授

(人
文
學
研
究
部
)
は
、

一
一
月

一

四

日
大

阪

發
、
ud
Φ臼
Φ
ω
匿

Z
o
ほ
ロ
ζ
贄
ユ
o
け叶
=
o
薛2

俸

O
o
巳
奠
Φ
⇒
o
①
0
Φ
畧
興

に
於

い
て

「
國
際

が

ん
ゲ

 
ノ
ム

コ
ン
ソ
:
シ
ア
ム
第

一
囘

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」

に

出
席

し
、

一
一
月

一
九

日
歸
國
。

・
岡
村
秀
典
教
授

(東
方
學
研
究
部
)

は
、
文
部
科
學
省

科

學
研

究
費
補

助

金

に
よ
り
、

一
一
月

一
五

日
大
阪

發

、
遼
寧
省

愽
物

館

に
於

い
て
北
魏

出
土

文
物

の
調

査

、
北
塔
愽

物
館

に
於

い
て
思
燕
寺

出
土

文
物

の
調

査

、
中
國
瓧
會
科
學
院
考
古

研
究
所

に
於

い
て
調
査
成

果

の
意
見
交
換
を
行

い
、

=

月

二
二
日
歸
國
。

。
向

井
佑
介
助
教

(東
方
學

研
究
部
)

は
、
文
部
科
學
省

科

學

研
究
費

補
助

金

に
よ
り
、

一

一
月

一
五

日
大
阪

發
、
遼
寧

省
博
物

館

に
於

い
て
北
魏

出

土
文
物

の
調

査

、
北
塔

愽
物
館

に
於

い
て
思
燕
寺

出

土
文
物

の
調

査

、
中
國
杜
會
科
學

院
考
古

研
究
所

に
於

い
て
調
査
成

果

の
意
見
交

換
を

行

い
、

一
一
月
二
二
日
歸
國
。

。
稻
葉

穣
准
教

授

(東
方
學

研
究
部

)
は
、
文
部
科
學
省

科
學

研
究
費

補
助
金

(
一
部

先
方
負
擔
)

に
よ
り

、

一

一
月

一
六
日
大
阪

發
、
ウ
ィ
ー
ン
市
内

に
於

い
て
中
央

ア
ジ

ア
宗
教
史

に
關
す
る
研
究
打
合

せ
、
文

化
歴
史
愽

物

館

に

於

い

て

國

際

學

會

H蠢
巳
穹

缶
口
磊

曽
巳

芝

Φ
ω8
ヨ

6
霞

訂

に
出

席

・
研

究

發

表

を

行

い
、

一

 
一
月

二
二
日
歸
國
。

・
田
邊
明
生
准
教
授

(人
文
學
研
究
部
)
は
、

=

月

一

七

日
大
阪
發
、

ヒ
ル
ト

ン

・
ホ

テ
ル
に
於

い
て
ア

メ
リ

カ
人
類
學
會

一
〇
七
囘
大
會
出
席
し
、

一
一
月
二
五
日

歸
國
。

・
池

田
巧
准
教
授

(東
方
學
研
究
部
)
は
、
共
同
研
究
費

に
よ
り

、

一
一
月

二
〇

日
大
阪
發
、
中
央
研
究
院
語
言

研
究
所

に
於

い
て
四
川
藏
緬
語
國
際
檢
討
會

に
參
加
、

 
一
一
月

二
五
日
歸
國
。

・
ウ
ィ

ッ
テ
ル
ン
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
准
教
授

(附
屬
漢

字
情
報

研
究

セ
ン
タ

ー
)

は
、

一
一
月

一
九

日
愛

知

發
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
學

に
於

い
て
国
o
ひq
蠧
O
甑
。
巴

u
p
-

富
σ
器
Φ
芝
o
蒔
鴇
8

に
出

席

及

び

研

究

報

告

を

行

 
い
、

=

月
二
六
日
歸

國
。

・
岡
田
曉
生
准
教

授

(人
文

學
研
究
部
)
は
、
文
部
科
學

省
科
學

研
究
費

補
助
金

(
一
部
先
方
負

擔
)
に
よ
り
、

=

月
二
二
日
大
阪
發
、
ド
レ

ス
デ

ン
音
樂
大
學
に
於

い
て
第

一
次
世
界
大
戰

の
現
代
世
界

の
成
立
に
關
す
る

越
領
域
的
研
究
に
關
す
る
資
料
收
集
、
講
義
、
音
樂
文

化

に
關
す

る
資
料

收
集

を
行

い
、

一
一
月

二
八

日
歸

國
。

・
小
野
寺
史
郎
助
教

(附
屬
現
代
中
國
研
究
セ

ン
タ
i
)

は
、
共
同
研
究
費

(
一
部
先
方
負
擔
)

に
よ
り
、

一
一

月
二
七
日
大
阪
發
、
中
山
大
學
に
於

い
て
第
二
囘

「
近

代
知
識
與
制
度
體
系
轉
型
」
學
會

出
席
及
び
資
料

調
査

.鯨

鑑

講

騨

中
國
鏨

セ
ン
タ
ー
)

絣

は
、
受
託
研
究
費

(
一
部
先
方
負
擔
)
に
よ
り
、

一
一
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月

二
七
日
大
阪
發
、
中
山
大
學

に
於

い
て
第

二
囘

「
近

代
知
識
與
制
度
體
系
轉
型
」
學
會
出
席
及
び
資
料

調
査

を
行

い
、

一
二
月
四

日
歸
國
。

・
籠
谷
直
人
敏
授

(人
文
學
研
究
部
)

は
、

一
二
月
三
日

大
阪

發
、
ぎ
冨

d
巳
く
o
邑

亳

に
於

い
て
國
際

シ

ン
ポ

ジ

ウ
ム

「
居
留
地
研
究
」

に
參
加
、
報
告
を
行

い
、

一

二
月
六
日
歸
國
。

。
山
暗
岳

(附
屬
漢
字
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
)
は
、
文
部

科
學
省
科
學
研
究
費
補
助
金

に
よ
り

、

一
二
月

」
日
大

阪
發

、
泪
州
媽
祀
組
廟
、
泉
州
市
愽
物
館

、
海
交

史
愽

物
館
等

に
於

い
て
東

ア
ジ

ア
海
域
交

流
史

關
係
史

料
調

査
を
行

い
、

一
二
月

八
日
歸
國
。

。
ウ
ィ

ッ
テ
ル
ン
、

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
准
教

授

(附
屬
漢

字
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
)
は
、

一
二
月
二
日
大

阪
發
、

 
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
科

學
院

に
於

い
て

℃
乞
○
國
際
學

術

會

議

に
出
席
、
研

究
報

告
を

行

い
、

一
二
月

八

日
歸

國
。

。
冨
谷
至
敏
授

(東
方
學
研
究
部
)

は
、
文
部
科
學
省

科

學
研
究
費
補
助
金

に
よ
り
、

一
二
月

五
日
大

阪
發
、

ラ

イ

デ
ン
大
學

に
於

い
て
本
年
度
開
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

報
告
書
作
成
、
來
年
度

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
協
議

、

ハ
ン

ブ

ル
グ
大
學

に
於

い
て
出
土
文
學
資
料
研
究

に
關

す
る

打
合
せ
、

ミ

ュ
ン
ス
タ
i
大
學

に
於

い
て
二
國
聞
共
同

研
究

の
進
め
方
に
關
す
る
協
議
を
行

い
、

一
二
月

一
一

歸
國

・
菊
地
曉
助
教

(人
文
學
研
究
部
)
は
、

一
二
月

=

日

大
阪
發
、
國
立
民
俗
愽
物
館

に
於

い
て
二
〇
〇
八
年

度

韓
國
民
俗
學
會
國
際
學
術
大
會
報
告
、
河
囘
村

に
於

い

て

「
文
化
財
保
護
制
度
に
お
け
る
世
界
遺
産
條
約

の
戰

略
的
受
容
と
蓮
用

に
關
す

る
日
韓
比
較

研
究
」

現
地

調

査
及
び
資
料
調
査
を
行

い
、

一
二
月

一
七
日
歸

國
。

。
高
田
時
雄
教
授

(東
方
學
研
究
部
)

は
、

一
二
月
八
日

大

阪

發
、

H拐
蜂

ロ
什①

o
h
O
隊
Φ
葺

巴

竃
擘

ロ
ω臼
甘
ω
噛

幻
⊆
ω
ω賦
コ

>
o
巴
Φ
ヨ
網
鼠

Qり
皀
Φ
p
o
①
ω
に

於

い

て

ロ

シ

ア
探
檢
隊
收
集

「西
域
出

土

の
文
獻
―

文
字

の
文
化
史

1
」
展

の
た

め
の
豫
備

調
査
を
行

い
、

一
二
月

一
九

日

歸
國
。

。
田
中
雅

一
敏
授

(人
文
學

研
究

部
)
は
、
爰

託
研
究

に

よ
り
、

一
二
月

一
〇
日
常
滑

發
、

コ
ロ
ン
ボ
大
學
に
於

い
て
災
害
と
環
境

に

つ
い
て

の
調
査

を
行

い
、

一
二
月

二
二
日
歸
國
。

・
久
保

昭
博
助
敏

(人
文
學

研
究
部
)
は
、
文

部
科
學
省

科
學
研
究
費
補
助
金

〔
一
部

私
費

)
に
よ
り
、

=

一月

=

日
大
阪
發

、
パ
リ
市
内

及
び

フ
ラ

ン
ス
國
立
圖
書

館

に
於

い
て
第

一
次

世
界

大
戰

關
連
資

料
調

査
を
行

 
い
、

一
二
月

二
三
日
歸
國
。

。
李
昇
樺
助
教

(
人
文
學

研
究
部

)
は
、

一
二
月
二
五
日

大
阪
發

、
國
家

記
録
院

に
於

い
て
朝

鮮
植
民
地
支
配
と

李
王
家

に
關
す

る
資
料

調
査
を

行

い
、

=

一月
三

一
日

歸
國
。

外

國

人

研

究

員

。
)(H国
〉
幻
>
Qっ

、
ζ
幹
け
鵠
=
)
O
目2

學
部
教
授

法
と

フ
ィ
ク
シ

ョ
ン

(文
化
生
成
研
究
客
員
部

門
)

期
間

オ

ル
レ

ア
ン
大
學
法

 
 
 
 
 

 
 
 

受
入
敏

員

二
月

一
六
日
～

八
月

一
五
日

大
浦
教
授

。
桑
 
兵
 
中
山
大
學
歴
史
系
敏
授

近
代
中
日
學
術
交
流
史

(文
化
連
關
研
究
客
員
部
門
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隻
入
教
員

森
教
授

期
聞
 
二
月

一
九
日
～
八
月
一
八
日

。
牟
 
發
松
 
華
東
師
範
大
學
歴
史
系
敏
授

石
刻
資
料
か
ら
見
た
漢
唐
間
の
地
方
杜
會
及
び
そ
の
国

家
と
の
關
係

(文
化
生
成
研
究
客
員
部
門
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
教
員
 
冨
谷
教
授

期
閲

 
八
月

二
〇
日
～
二
〇
〇
九
年
二
月

一
九
日

。
ω
日
国
国
口
乞
ρ

ζ
9。辱
5

∪
9。
δ
 
イ

ン
デ

ィ
ア
ナ
大
學

ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
校

人
類
學
部
准

敏
授

ア

フ
リ
カ
人

デ

ィ
ア

ス
ポ

ラ
を

超
え

る
黒

人
性

の
表

象

冖
東

ア
ジ
ア
の
場
合

(文
化
連
關
研
究
客
員
部
門
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
敏
員
 
竹
澤
教
授

期
聞

 

一
〇
月

一
日
～

一
二
月
三

一
日

招

へ
い
外

國

人

學

者

。
国
Qっ
勺
O
ω
囲↓
ρ

]≦
o
巳
8

道
藏
輯
要
の
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
受
入
教
員
 
麥
谷
敏
授

期
聞
 

二
〇
〇
六
年

四
月

一
日
～

二
〇
〇
九
年

三
月

三

一
日

(繼
續
)

。
餘
 
欣
 
復
旦
大
學
歴
史
學
系
副
教
授

日
本
所
藏
愽
物
學
漢
籍
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
受
入
敏
員
 
高
田
教
授

期
聞
 
二
〇
〇
七
年
九
月
二
五
日
～
二
〇
〇
九
年
九
月

338



報
0

冥

二
四
日

(繼
續
)

。
高
 
啓
安
 
蘭
州
商
學
院
教
授

中
國

に
お
け
る
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
飮
食
文
化

の
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
隻
入
敏
員
 
高
田
敏
授

期
間
 
二
〇
〇
七
年

=

月
二
〇
日
～
二
〇
〇
九
年

一

 
一
月

一
九

日

(繼
續
)

・
黄

仕
忠

中

山
大
學
教

授

日
本
藏
中
國
戲
曲

の
文
獻
學
的
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
教
員
 
金
教
授

期
間
 
二
月

一
五
日
～
三
月
一
五
日

。
蔡
 
榮
蟀
 
中
正
大
學
中
国
交
學
系
教
授

宋
代
禪
宗
敘
事
文
學
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
敏
員
 
高
田
教
授

期
聞
 
二
月
一
八
日
～
八
月
二
〇
日

。
關
 
曉
紅
 
中
山
大
學
歴
史
系
敖
授

清
末
官
制
改
革
に
つ
い
て
の
研
究

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

受

入
教
員

 
石
川
准
教
授

期
閲

 
二
月

一
九

日
～
八
月

一
八
日

。
ゆ
菊
国
国
乞
こ

o
ぎ

 

ロ
ン
ド

ン
大
學
准
教
授

日
吉
大
瓧

の
杜
會
史

冖
近

世
か
ら
近
代

へ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受

入

教

員

 
高

木

准

教

授

期

間

 

二
月

}
九

日

～

七

月

=
二

日

。
〉
宕
∪
国
国
r

O
訂

δ
け
8

げ
 

d
巳
く
奠

ω一畠

o
胤

○
ω
一ρ

勺
o
ω
け1
仙
8

8
蠢

一
お

ωΦ
贄
9

塗

一〇≦

一
ω
①
三
〇
居
一①
o
ε
お

同

菊
①
ω
Φ
鷲

9

自

O
冨

『

しd
口
鳥
象

一ω
什

一擘

ひq
§

oq
①

p
コ
α

野
①
鐔

け霞

①
ヨ

島
Φ

目
雪

oq

曽
昌
α

ω
8

0q

冨

甑
o
α
。・

 
 
 
 
 
 

 

受
入
教
員

 
ウ
ィ

ッ
テ
ル
ン
准
教
授

期
間

 
三
月

一
九

日
～
六
月

一
二
日

。
王
 

三
慶
 
國
立
成
功
大
學
中
国
文
學
系
教
授

漢
語
四
聲
與
詩
律
、
音
樂
之
關
渉
研
究

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

受
入
敏
員

 
高

田
教
授

期
間
 
四
月

一
日
～
四
月
三
〇
日

こ

》
ζ
押
0
鱒
臼
嘆
貯
㊦
霊
o
お
富
8
 
 0
乞
涛
ω
,
0
冨

磧
①
Φ

傷
①
話
O
す
奠
O
げ
Φ

梅
文
鼎

の
中
西
數
學
研
究
と

そ
の
科
學
思
想

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

受

入
敏
員

 
武

田
敏
授

期

閲
 
四
月

一
日
～
四
月
三
〇
日

。
O
d
ピ
い
国
乞
一
〇
『
二
ω
8
0
げ
臼
 
 
乞
Φ
9
冨

ヨ

カ
①
ω
①
p
「
9

ぎ
ω
葺
畧
ρ

∪
冒
Φ
0
8
同

中
國
古
代

の
數
學
、
數
理
天
文
學

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

爰
入
教
員
 
武
田
敏
授

期
間
 
四
月

一
日
～
四
月
三
〇
日

・
房
 
徳
鄰
 
北
京
大
學
歴
史
系
教
授

中
國
近
代
文
化
史

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
教
員
 
森
教
授

期
間
 
四
月

一
〇
日
～
六
月
九
日

・
廖
 
幼
華
 
国
立
中
正
大
學
歴
史
系
教
授

唐
代
南
選
地
區
的
地
域
性
差
異
 
 
時
聞
與
空
間
的
動

態
研
究

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

受

入
教

員
 
高

田
教

授

期
閲
四
月

}
五
日
～
五
月

一
四
日

。
柳
 
楊
善
 
カ
ト
リ

ッ
ク
大
學
校

人
文
學
部
敏
授

日
本

に
お
け

る
ユ
ン

・
ド

ン
ジ

ュ
 
(尹
東
柱

)
研
究
動

向

に
關
す
る
調
査

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

爰
入
教
員
 
水
野
教
授

期
聞
 
六
月
二
〇
日
～
八
月
一
九
日

。
王
 
永
平
 
首
都
師
範
大
學
歴
史
學
院
敏
授

東
西
方
文
明
的
互
動
與
唐
代
文
化
的
走
向

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
教
員
 
高
田
敏
授

期
聞
 
九
月
一
二
日
～
九
月
二
八
日

・
顏
 
娟
英
 
臺
灣

・
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
研

究
員

武
周
時
期
佛
敏
藝
術

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
敏
員
 
曾
布
川
敏
授

期
間

 
一
一
月
一
二
日
～

=
一月

一
一
日

。
林
 
炳
徳
 
忠
北
大
學
校
人
文
大
學
史
學
科
教
授

中
國
法
制
史
の
研
究

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隻
入
教
員
 
冨
谷
敏
授

期
聞
 
一
二
月
二
二
日
～
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
一
日

。
鞏
 
文
 
中
國
杜
會
科
學
院
考
古
研
究
所
副
研
究
員

三
～
六
世
紀
の
裝
身
具
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交

流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
受
入
教
員
 
岡
村
教
授

期
間
 

一
二
月
五
日
～
二
〇
〇
九
年
三
月
五
日

外
國
人
共
同
研
究
者

・
ω
0
出
国
力
国
ζ
〉
宕
彡

しり
≦
冩

⊆
『節
Φ

青
島
舊
藏
ド
イ
ツ
語
文
獻
中
の
法
制
關
係
資
料
の
調
査

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
教
員
 
岩
井
敏
授

期
閲
 

二
〇
〇
六
年

一
〇
月

…
日
～

二
〇
〇
九
年
三
月

三

一
日

(繼
續
)

・
趙
 
成
雲

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
視
察
国
の
派
遣
に
關
す
る

研
究

期
聞

亘

吾

～
二
。
。
腰
藷

麟

敏
授

緲

。
烏
 
蘭



東 方 學 報

清
代

の
モ
ン
ゴ
ル
史

 
 
滿
洲
族

と

モ
ン
ゴ

ル
族

の
關

係
を
中
心

に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
教
員
 
岩
井
敏
授

期
聞
 
四
月

一
日
～
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日

。
ζ
d
閑
勺
国
ざ

菊
o
o身
畧

 
 
=
母
く
四
鼠

¢
コ
一く
興
の
一畠
噛

℃
げ
U

ω
ε
O
①
葺

江

戸
時
代

の
佛
教
と
國
學

の
關
係

の
再
評
價

(契
沖

・

富
永

仲
基

・
慈
雲

)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
教
員
 
高
木
准
敏
授

期
間
 
六
月
一
五
日
～
八
月
一
日

。
魯
 
相
豪

 
プ
リ

ン
ス
ト

ン
大
學

東

ア
ジ

ア
研
究
科

・

愽
士
課
程

日
本
帝
國

の
都
市
計
畫
と
植
民
地
中
産
階
級

の
政
治
動

員
-

京
城
を
中
心

に
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
入
敏
員
 
水
野
敏
授

期
聞
 
九
月
二
四
日
～
二
〇
〇
九
年
八
月
三

一
日

。
Qり
〉
<
国
い
囑
国
〈
》
噛
〉
昌
昌
9
 
エ
ル
ミ
タ

ー
ジ

ュ
美

術
館

東

洋
部
研
究

員

 

一
八
九

一
年

ニ
コ
ラ
イ
訪
日
と
有
栖
川
官
邸

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
受
入
敘
員
 
高
木
准
教
授

期
聞
 
一
〇
月

=
二
日
～

一
〇
月
二
三
日

外
國
人
研
究
生

。
安
 
鍾
洙

身
體
に
よ
る
ハ
ー
フ
へ
の
他
者
化
と
、
そ
の
變
動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
受
入
敏
員
 
田
中
敏
授

期
聞

 

一
〇
月

一
日
～
二
〇
〇
九
年
三
月
三

一
日

・
竃
O

U
O
客
〉
い
P

国
鉾
①

日
本
帝
國
に
お
け
る
鎮
光

期
聞
 

一
〇
月

一
 
 
 
 
 
受
入
敏
員
 
水
野
敏
授

四
日
～
二
〇
〇
九
年

一
〇
月
=
二
日

出
 
版
 
物

紀
要東

方
學
報
 
八
一
册

(紀
要
第

一
五
七
册
)

 
二
〇
〇
七
年
九
月
二
五
日
刊

東
方
學
報
 
八
二
册

(紀
要
第

一
五
八
册
)

 
二
〇
〇
八
年
三
月
二
五
日
刊

人
丈
學
報
 
第
九
六
號

(紀
要
第

一
五
九
冊
)

 
二
〇
〇
八
年
四
月
三
〇
日
刊

東
洋
學
文
獻
類
目
二
〇
〇
五
年
度

 
二
○
〇
八
年
三
月
二
七
日
刊

東
洋
學
文
獻
類
目
二
〇
〇
五
年
度
補
遣
版

 
二
○
○
八
年
三
月
二
七
日
刊

人
文
學
報
 
第
九
七
號

(紀
要
第

一
六
〇
册
)

 
二
〇
〇
八
年
八
月
=
=
日
刊

N
H目
W
d
客

目

日
σ
興

四
〇

 

二
〇
〇
八
年

三
月
刊
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彙 報

研
究
報
告
そ
の
他

「敦
煌
寫
本
研
究
年
報
」
第
二
號
 
西
陲
發
現
中
國
中

世
寫
本
研
究
班
 
高
田
時
雄
編

 

二
〇

〇
八
年

三
月

三

一
日
刊

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
發
掘
七

〇
年

 
雲
岡
石
窟
か
ら
ガ

ン
ダ

ー

ラ
ま

で

 

二
〇
〇
八
年

一
〇
月

一
日
刊

所
報
人
文

 
第

五
五
號

 
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日
刊

東
方
學
資
料
叢
刊
 
第

一
六
册

 

二
〇
〇
八
年

二
月

一
五
日
刊

漢
字
と
情
報
 
第

一
六
號

 

二
〇
〇
八
年
三
月

一
〇
日
刊

東
洋
學

へ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用

 
第

一
九
囘
研
究

セ

ミ
ナ
ー

(
二
〇
〇
八
年
三
月

二

一
日
實
施
)

二
〇
〇
八
年
三
月

二

一
日
刊

漢
字
と
文
化
 
第

一
二
號

 
二
〇
〇
八
年
三
月
三

一
日
刊

「
石
刻
千
字
文
」

〈上

.
中

・
下
〉

 
二
〇
〇
八
年
三
月
一一=

日
刊

「漢

字
文
化

の
全
き
繼
承
と
發
展

の
た
め

に
」

 
京
都
大
學

二

一
世
紀

C
O

E
プ

ロ
グ

ラ
ム
東

ア
ジ

ア

世
界
の
人
文
情
報
學
研
究
教
育
嫁
點
報
告
書

 
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
刊

漢
字
文
化
研
究
年
報
 
第
三
輯

 
二
〇
〇
八
年
三
月
刊

「
漢
字
文

化
三
千
年
」
國
際

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
報
告
書

〈
二
〇
〇
七
年

一
二
月

一
〇
日
～

一
二
日
實
施
V

二
〇
〇
八
年
二
月
刊

オ
ー
プ

ン

.
フ
ォ
ー
ラ
ム

「漢
字
文
化

の
今

 
五
」
報

告
書
-
漢
字
文
化

の
繼
承
と
發
展
1

〈
二
〇
〇
八
年

二
月

一
〇
日
實
施
〉

二
〇
〇
八
年
三
月
刊
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